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鷺

勇気で有機に

向かいます’

　人ロの動き
　3月1日現在
男4，069（一8）
女4，179（一8）
計8，248（一16）
世帯数2，293（一3）

　（）は前月比較
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　　　　Φ表紙の写真Φ

　米や野菜の有機栽培を進める「NPO
魚沼ゆうき」の皆さんです。

　この日は、定例の勉強会が橘地区農事

研修センターで開かれました。午後1時

から6時近くまでの、約5時間にわたる

長丁場でしたが、「勉強」というムズか

　しい雰囲気ではなく、有機栽培をめぐる

現状や、今後の見通し、今年の計画など

がざっくばらんな雰囲気の中で進められ

ました。

　「俺は去年こうやって失敗した」「そら、

○○さんがうまい方法を知ってるぜの」

「こういう機械もあるげだ」「ほう、いく

らぐれだべ」「今年、（水田除草のために）

鴨を飼ってみよと思わんだ」「俺は○○

だ」…

　…生の情報が行き交う場は、「これか

ら」「初めて」「チャレンジ」「目標」「希

望」という空気に包まれていました。
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。・・・・・・・・・・・…　。・・・・…　。・・・・・…　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．”．．．．．．．．．．．．．．．。．．．．・

．・●●●●●●●●●●●●●●●●●●。●●●●●●。●●●●●●●●●●●・。●●●●●●●”●●●●●●●”●・。・・・・・・・・・・…　．
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i－c。ntents一主な内容一c。ntents－i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

…　　．．．．．．．．．．．．．．．．．．　P2～5　　．．．．．．．．．．．．．．．．．．　i

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i⇒特集　地域ビジネスが生まれる①　　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　　．．．．．．．．．．．．．．．．．．　P6～9　．．．．．．．．．．．．．．．．．．　i

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　⇒真剣に考えよう合併について　　　　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　　＿＿＿＿＿．．．　PIO　　．．．．．．．．．．．．．．．．．．　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　⇒生産調整目標面積を配分　　　　　　　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　　．．．．．．．．．．．．．．．．．．　P11　　．．．．．．．．．．．．．．．．．．　i

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　⇒おらムラの話　　　　　　　　　　　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　　．．．．．．．．．．．．．．．．．．　P12　　．．．．．．．．．．．．．．．．．．　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　⇒スキー大会結果・生涯学習だより　　　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　　＿＿＿＿．．．．．．　P13　　．．．．．．．．．．．．．．．．．．　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　⇒まちの話題・だんだんど一も　ほか　　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ

i　　…＿＿＿＿＿　　P14　　．．．．．．．．．．．．．．．．．．　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i⇒お知らせコーナー　　　　　　　　　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

…　　．．．．．．．．．．．．．．．．．．　P15　　．．．．．．．．．．．．．．．．．．　i

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　⇒俳壇／くらしとけんこう　ほか　　　　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　　……＿＿＿＿　　P16　　．．．．．．．．．．．．．．．．．．　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
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地
域
羅
柵
慧
蒸
鱗
が
盤
ま
雅
る
慧

　
資
源
循
環
型
社
会
の
到
来
が
語
ら
れ
．
こ
れ
繕
向
け
海
取
聯
組
み
が
様
々
な
形
羅
始
ま
強
て
騨
ま
す
．

　
先
凋
号
簿
取
鰻
逓
ば
距
生
ご
み
繊
サ
イ
ク
ル
噛
そ
の
一
つ
欝
す
が
、
延
長
上
に
あ
る
農
業
、
と
慰

わ
繊
稲
作
驚
の
慮
機
栽
培
へ
の
チ
灘
糖
ン
ジ
が
続
騨
て
い
ま
す
。
先
頃
．
県
下
無
噛
先
進
的
な
（
特

定
灘
営
利
活
渤
法
火
）
、
繍
N
P
◎
魚
沼
ゆ
う
き
蟻
が
設
立
さ
れ
．
具
体
的
な
活
動
へ
と
勤
き
始
め
蒙

秘
箆
。

　
蒙
距
．
帯
箏
温
泉
。
モ
隼
の
湯
を
核
と
す
る
類
賑
わ
い
空
聞
篇
周
辺
驚
は
．
実
験
的
商
業
活
動
概

の
取
鰯
組
み
が
ス
タ
ー
欝
し
ま
し
た
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
む

　
ま
ち
づ
く
聯
塾
驚
州
西
結
臨
の
フ
蒙
i
ラ
ム
と
併
せ
て
、
こ
れ
ら
の
動
き
を
二
回
シ
璽
ー
ズ
で
紹

奔
じ
ま
す
。

繋
－
驚
づ
く
り

　
二
月
十
三
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
川

　
ゆ
い

西
結
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
資
源

循
環
型
社
会
と
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
が
、
社
会
生

活
を
営
む
う
え
で
欠
か
せ
な
い
も
の
に

な
っ
て
来
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
の
視
点
に
立
っ
て
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
よ
う
と
開
催
さ
れ
た
も

の
で
す
。
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
約
百

人
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
各
界
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
々
か
ら
、
日
ご
ろ
の
活
動
の

中
で
感
じ
た
こ
と
や
、
他
地
域
の
事
例

な
ど
を
紹
介
し
て
も
ら
い
な
が
ら
意
見

交
換
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
「
つ
な
が
っ
て
、
よ
い
地
域
を

つ
く
ろ
う
」
と
題
し
て
民
俗
研
究
家
の

結
城
登
美
雄
氏
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

喫
豆
腐
で
つ
く
る
消
費
の
流
れ

中
で
感
じ
る
こ
と
は
、

空
洞
化
商
店
街
も
同
じ
村
、

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
な
の
に
、

相
手
の
せ
い
に
す
る
こ
と
が
多
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
み
ん
な
の
課
題

と
受
け
と
め
、
解
決
に
向
け
て
協
力
し

合
う
関
係
に
し
て
い
か
な
い
と
ま
ち
は

再
生
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
か
ら
三
〇
年
前
は
、
消
費
す
る
も

の
の
う
ち
約
六
割
は
そ
の
地
元
で
賄
っ

　
結
城
全
国
で

七
〇
〇
く
ら
い
の

町
村
を
歩
い
て
き

ま
し
た
が
、
そ
の

耕
作
放
棄
地
も

　
　
　
同
じ
町
で

　
　
　
互
い
に

て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
地
域
の
中
で

ま
わ
る
経
済
が
成
り
立
っ
て
い
た
わ
け

で
す
。

　
今
は
、
九
割
以
上
が
外
部
、
そ
れ
も

外
国
か
ら
の
輸
入
品
が
多
く
を
占
め
て

い
ま
す
。
豆
腐
を
例
に
取
る
と
、
原
料

と
な
る
大
豆
は
九
七
㌫
が
輸
入
も
の
で

す
。
「
転
作
大
豆
は
高
い
」
と
い
う
の

が
そ
の
理
由
で
す
。
し
か
し
、
中
に
は
、

豆
腐
の
消
費
量
の
約
三
割
を
地
元
の
大

豆
で
作
っ
て
い
る
町
も
あ
り
ま
す
。

　
農
家
は
大
豆
を
豆
腐
店
に
納
め
、
豆

腐
店
は
現
金
の
か
わ
り
に
豆
腐
引
換
券

を
渡
す
。
農
家
は
そ
の
引
換
券
で
豆
腐

を
買
っ
て
食
べ
た
り
、
他
の
人
に
贈
っ

た
り
す
る
。
消
費
者
も
、
地
元
で
と
れ

た
大
豆
で
地
元
の
豆
腐
店
が
作
っ
た
豆

腐
を
地
元
の
商
店
で
買
っ
て
食
べ
る
こ

と
に
喜
び
を
感
じ
る
。
そ
う
し
て
、
農

↓
工
↓
商
↓
消
費
の
流
れ
が
生
ま
れ
て



い
る
わ
け
で
す
。

　

撒
二
三
億
円
市
場
を
ね
ら
え

　
こ
こ
川
西
町
は
約
二
、
三
〇
〇
世
帯

で
す
が
、
こ
れ
は
約
二
三
億
円
の
食
品

市
場
だ
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
こ
の
う
ち
何
㌫
を
地
元
の
農
地
で

賄
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

　
地
元
で
と
れ
た
も
の
を
地
元
で
消
費

す
る
こ
と
を
よ
く
「
地
産
地
消
」
と
言

い
ま
す
が
、
こ
れ
を
も
う
少
し
深
く
考

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
こ
れ
は
、
「
作
っ
た
か
ら
買
っ
て

く
れ
」
で
は
な
く
、
地
域
で
必
要
な
食

品
・
商
品
の
消
費
量
を
き
ち
ん
と
調
べ

て
、
「
地
域
の
人
が
欲
し
い
も
の
を
必

要
な
分
供
給
す
る
」
と
い
う
意
味
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
川
西
町
で
作
ら
れ
て
い
な
い
も
の

で
、
食
卓
が
求
め
て
い
る
も
の
が
き
っ

と
あ
る
は
ず
で
す
。
こ
れ
を
探
し
出
し

て
原
料
を
生
産
し
、
加
工
し
、
流
通
さ

せ
る
こ
と
で
確
実
に
地
域
の
自
給
力
が

上
が
り
、
二
三
億
円
市
場
が
地
元
で
ま

わ
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。
冒
頭

で
話
し
た
よ
う
に
各
分
野
が
ば
ら
ば
ら

に
や
っ
た
っ
て
ダ
メ
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
消
費
者
、
農
家
、
商
人
、
J
A
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
ポ
イ
ン
ト
は
七
つ

　
良
い
地
域
と
い
う
の
に
は
、
次
の
七

つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

平日にもかかわらず大勢の参加者がありました

①
良
い
仕
事
の
場
が
あ
る
こ
と

　
企
業
が
あ
る
と
い
う
意
味
に
と
ど
ま

　
り
ま
せ
ん
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
運
営
す

　
る
野
菜
の
直
売
所
だ
っ
て
立
派
な
仕

　
事
場
で
す
。

　
こ
の
市
場
は
全
国
で
二
、
四
〇
〇
億

　
円
で
す
。
（
山
形
県
全
体
の
消
費
量

　
に
匹
敵
）

②
良
い
居
住
環
境
が
あ
る
こ
と

③
良
い
文
化
（
生
き
が
い
や
、
楽
し

　
み
の
場
）
が
あ
る
こ
と

④
良
い
学
び
の
場
が
あ
る
こ
と

　
知
識
で
は
な
く
、
知
恵
の
学
び
の
場

　
（
例
”
大
根
の
保
存
方
法
等
）

⑤
良
い
仲
間
が
い
る
こ
と

⑥
良
い
自
然
や
風
土
が
あ
る
こ
と

⑦
良
い
（
住
民
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え

　
る
）
行
政
が
あ
る
こ
と

　
資
源
循
環
型
社
会
は
誰
の
た
め
に
あ

る
の
か
？
　
そ
れ
は
、
次
の
世
代
の
人

た
ち
の
た
め
に
あ
る
の
で
す
。

　
か
つ
て
、
農
村
に
は
、
土
に
学
び
農

に
学
ぶ
環
境
が
整
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
、
農
家
、
農
地
に
と
っ
て
不
幸
な

の
は
、
お
金
に
な
る
作
物
が
作
れ
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
都
市
の
市
場

原
理
に
振
り
回
さ
れ
て
、
そ
の
土
地
に

合
わ
な
い
も
の
を
育
て
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
土
が
持
つ
本
来
の
教
育
力
や
回
復
力

は
、
地
域
に
必
要
な
も
の
を
生
み
出
す

こ
と
で
発
揮
さ
れ
ま
す
。
も
う
一
度
土

を
取
り
戻
す
こ
と
で
、
次
の
世
代
が
感

謝
し
て
く
れ
る
、
い
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
の
希
望
は
足
元
に
あ
る

　
続
い
て
「
資
源
循
環
型
社
会
と
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
て
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
出
席
者
は
次
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

伊
藤
　
忠
雄
（
新
潟
大
学
教
授
）

パ
ネ
ラ
ー

結
城
登
美
雄
（
民
俗
研
究
家
）

篠
田
　
　
昭
（
新
潟
日
報
論
説
委
員
）

清
水
　
　
悟
（
農
文
協
文
化
部
長
）

富
井
冨
士
子
（
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

田
口
　
直
人
（
川
西
町
長
）

直
さ
れ
て
い
ま
す
。

れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
五
〇
年
し
か
も

た
な
い
の
に
対
し
て
、
ソ
ダ
だ
と
一
〇

〇
年
は
も
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

　
伊
藤
河
川
の

護
岸
工
事
で
ソ
ダ

（
柴
木
を
束
ね
た

も
の
）
沈
床
が
見

永
久
建
築
と
言
わ

か
も
、
魚
が
棲
む
環
境
も
保
持
さ
れ
、

自
然
に
近
い
形
で
防
災
対
策
が
進
め
ら

れ
る
わ
け
で
す
。
こ
う
し
た
知
恵
は
今

生
ま
れ
た
の
で
は
な
く
、
昔
か
ら
の
知

恵
の
結
晶
で
す
。
足
元
に
あ
る
も
の
、

暮
ら
し
の
中
に
あ
る
も
の
を
見
直
し

て
、
新
し
い
資
産
に
し
て
い
く
こ
と
は
、

地
域
が
自
立
で
き
る
と
い
う
「
希
望
」

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
う
い
う
資
源

循
環
の
仕
組
み
を
ど
う
つ
く
っ
て
い
っ

た
ら
良
い
の
か
を
各
氏
に
伺
い
ま
す
。

㎜
真
の
川
西
ブ
ラ
ン
ド
の

　

㎜
た
め
に

篠
田
　
二
十
世

紀
は
、
東
京
が
権

限
・
人
間
・
財
源

の
三
つ
の
「
ゲ
ン
」

を
奪
っ
た
世
紀
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
資
源
収
奪
型
社
会
だ
っ
た
わ

け
で
す
。
二
十
一
世
紀
は
、
・
東
京
の
モ

ノ
サ
シ
で
な
く
、
地
域
の
モ
ノ
サ
シ
で

も
の
ご
と
の
価
値
が
決
ま
っ
て
い
く
社

会
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
実
際
に
、
自
分
た
ち
の
足
元
に
古
く

か
ら
あ
る
も
の
を
見
直
し
て
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
げ
て
い
る
事
例
（
小
布
施
町
、

会
津
若
松
市
、
長
浜
市
、
山
形
県
小
国

町
な
ど
）
も
多
く
あ
り
ま
す
。
①
町
の

資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
②
そ
れ
が
日
本

や
世
界
に
と
っ
て
ど
う
い
う
位
置
に
あ

る
の
か
を
外
の
目
も
含
め
て
評
価
し
、

③
そ
れ
を
地
域
の
特
産
・
ブ
ラ
ン
ド
に

し
て
い
く
、
と
い
う
実
行
に
結
び
つ
け

る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
一
部
の
新
潟
の
地
酒
が
幻
の
銘
酒
と

い
わ
れ
て
珍
重
さ
れ
、
東
京
の
飲
食
店

で
高
値
で
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
バ
ブ

ル
の
頃
、
一
個
一
万
円
の
お
に
ぎ
り
と

い
う
の
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
使
わ

れ
た
米
は
川
西
町
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
う
い
う
も

の
は
真
の
特
産
・
ブ
ラ
ン
ド
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
と
い
う
の
は
、
一
杯
千
円
の

地
酒
、
一
個
一
万
円
の
お
に
ぎ
り
の
う

ち
、
そ
の
八
、
九
割
は
東
京
の
業
者
が

儲
け
る
た
め
の
付
加
価
値
だ
か
ら
で
す
。

　
つ
ま
り
、
今
ま
で
は
、
お
い
し
い
、

貴
重
だ
と
い
わ
れ
て
お
だ
て
ら
れ
、
単

に
食
材
・
原
料
を
供
給
す
る
だ
け
の
位

置
づ
け
で
し
か
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

　
四
万
十
川
周
辺
で
消
費
さ
れ
て
い
る

食
品
な
ど
は
「
四
万
十
ブ
ラ
ン
ド
」
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
で
磨
か
れ
、

地
域
で
消
費
さ
れ
る
地
域
だ
け
の
銘
柄

に
、
外
部
が
う
ら
や
ま
し
が
っ
て
付
け

た
評
価
で
す
。

　
川
西
町
に
は
、
食
材
・
自
然
の
ほ
か
、

演
劇
や
ま
つ
り
な
ど
独
自
の
文
化
が
多

く
あ
り
、
外
部
の
評
価
は
高
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
資
源
を
結
び
つ

け
て
交
流
人
口
を
増
や
し
、
存
在
感
の

あ
る
い
い
町
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

皿
豊
か
さ
は
ど
こ
に
あ
る
の
か

　
清
水
　
こ
れ
ま

で
、
日
本
は
空
前

の
経
済
成
長
を
遂

げ
た
結
果
、
貧
困

③14・3・10



か
ら
は
脱
却
で
き
た
も
の
の
、
生
活
文

化
が
画
一
化
さ
れ
、
山
の
価
値
が
ゼ
ロ

に
な
り
、
人
と
人
の
協
働
性
が
弱
ま
つ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
モ
ノ
余
り
現
象
か
ら
人
々

は
気
づ
き
始
め
ま
し
た
。
農
業
、
水
、

土
、
昔
か
ら
の
知
恵
な
ど
、
経
済
の
尺

度
だ
け
で
は
推
し
量
れ
な
い
価
値
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
。

　
ス
ー
パ
ー
で
買
っ
た
も
の
で
料
理
す

る
の
と
、
自
分
で
作
っ
た
も
の
で
料
理

す
る
の
と
で
は
、
ど
ち
ら
が
「
豊
か
」

な
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き

た
の
で
す
。
ゼ
ロ
成
長
で
も
豊
か
さ
を

実
感
で
き
る
時
代
に
入
っ
た
と
も
い
え

ま
す
。

　
特
に
、
郷
土
食
は
地
域
の
気
候
風
土

を
生
か
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
取
り
組

み
が
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

　
山
口
県
な
ど
の
先
進
事
例
も
あ
り
ま

す
が
、
川
西
町
は
実
際
に
動
き
始
め
て

い
ま
す
。
寒
九
の
ト
ロ
ロ
の
里
づ
く
り

や
有
機
の
里
の
取
り
組
み
、
仙
田
の
野

菜
の
直
売
な
ど
が
そ
れ
で
す
。

　
そ
し
て
、
こ
う
し
た
意
欲
的
な
取
り

組
み
を
支
え
て
い
る
の
が
女
性
、
高
齢

者
の
方
々
で
す
。
よ
う
や
く
出
番
が
ま

わ
っ
て
き
た
と
い
う
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
こ
れ
に
子
ど
も
た
ち

を
巻
き
込
む
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
総
合
的
な
学
習
の
中
に
女
性
や
高

齢
者
の
知
恵
、
農
業
、
山
の
仕
事
な
ど
、

暮
ら
し
に
結
び
つ
い
た
教
育
を
取
り
入

れ
る
こ
と
で
「
人
間
が
暮
ら
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」
が
、

自
然
と
身
に
つ
い
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
教
育
現
場
と
地
域
が
結
び
つ
く
こ

と
が
急
務
で
す
。

富
井
　
「
生
き

て
い
る
も
の
す
べ

て
に
存
在
価
値
が

あ
る
」
と
い
う
気

持
ち
に
な
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
今
ま
で
は
、
稼
い
で
い
る
人
し
か

発
言
権
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
雪
が

平
等
に
降
る
よ
う
に
、
み
ん
な
が
平
等

に
も
の
が
言
え
る
、
や
さ
し
い
社
会
に

な
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う

と
漢
然
と
し
て
い
て
一
般
の
ひ
と
に
は

な
じ
み
に
く
い
の
で
、
生
き
る
、
食
べ

る
、
育
む
と
い
っ
た
言
葉
に
置
き
換
え

て
考
え
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
私
の
ふ
る
さ
と
に
近
い
仙
台
で
は
、

デ
パ
ー
ト
の
売
り
上
げ
が
好
調
だ
と

「
今
年
は
豊
作
だ
っ
た
の
で
…
」
と
、

そ
の
理
由
を
語
る
の
が
普
通
で
し
た
。

つ
ま
り
、
農
と
商
の
連
携
が
う
ま
く
い

っ
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
す
。

　
川
西
町
は
、
隣
の
高
柳
町
と
比
較
す

る
と
ま
だ
恵
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
て
、
危
機
感
が
弱
い
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
高
柳
は
高
齢
者
が
多
く
、
二
十

年
先
の
日
本
を
生
き
て
い
る
と
い
う
危

機
感
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
買
い
物

な
ど
で
も
、
少
々
高
く
て
も
町
の
中
で

買
お
う
と
い
う
運
動
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
の
活
動
を
し
て

い
る
と
、
よ
く
お
年
寄
り
か
ら
お
問
い

合
せ
の
電
話
が
あ
り
ま
す
。
聞
い
て
み

る
と
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
聞
き
た
い

の
で
は
な
く
、
話
し
相
手
が
欲
し
い
か

ら
電
話
す
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。

　
こ
の
地
域
で
は
、
一
家
の
中
に
生
産

と
消
費
が
同
居
し
て
い
ま
す
。
家
族
の

中
で
「
今
年
は
何
を
作
ろ
う
か
」
と
相

談
す
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
「
川
西
町
の
農
産
物
は
安

全
」
、
「
子
育
て
す
る
ん
だ
っ
た
ら
川
西

町
」
と
い
う
よ
う
な
町
に
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
ね
。

、
三
〇
〇
品
！

　
結
城
　
宮
城
県
の
宮
崎
町
に
は
、
ス

ー
パ
ー
も
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
も

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ
り
ま
せ

ん
。　
男
た
ち
は
、
集
ま
れ
ば
酒
を
飲
ん
で

グ
チ
ば
っ
か
り
こ
ぼ
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
女
た
ち
の
お
し
ゃ
べ
り
の
席

に
は
、
必
ず
手
づ
く
り
の
料
理
、
菓
子

な
ど
が
集
ま
り
ま
す
。
こ
れ
を
、
全
町

で
や
っ
て
み
た
ら
ど
う
か
と
呼
び
か
け

た
と
こ
ろ
、
体
育
館
に
一
、
三
〇
〇
品

も
の
郷
土
食
が
集
ま
り
、
食
べ
に
来
た

町
外
の
人
た
ち
で
長
蛇
の
列
が
で
き
ま

し
た
。

　
誰
よ
り
も
び
つ
く
り
し
た
の
は
そ
の

町
の
人
た
ち
で
、
自
分
た
ち
の
日
常
の

食
べ
物
に
こ
れ
だ
け
の
人
た
ち
を
集
め

る
力
が
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
わ
け
で

す
。
今
度
は
、
こ
れ
が
い
つ
で
も
食
べ

ら
れ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
を
作
ろ
う
と
動
い

て
い
ま
す
。

　
地
域
に
は
、
様
々
な
力
が
蓄
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
発
揮
す
る
場
が
少
な
い

の
で
す
。
そ
う
い
う
場
づ
く
り
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

　
資
源
循
環
型
社
会
と
は
、
次
の
世
代

が
生
き
て
い
け
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

日
本
人
が
一
年
間
に
食
べ
る
穀
類
は
、

米
が
四
一
、
○
○
○
円
分
、
麺
が
一
九
、

O
O
O
円
分
、
パ
ン
が
一
八
、
○
○
○

円
分
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
川
村
が
米
の
パ
ン
を
作
り
ま
し

た
。
米
の
消
費
量
を
パ
ン
に
上
乗
せ
し

よ
う
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
。
き
ん

ぴ
ら
パ
ン
、
ひ
じ
き
パ
ン
、
野
沢
菜
パ

ン
、
川
西
町
に
も
、
こ
ん
な
「
米
の
」
パ

ン
屋
さ
ん
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

の
物
事
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
カ
、

住
民
に
と
っ
て
満
足
の
い
く
ま
ち
づ
く

り
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
税
金
を
納
め
る
人
だ
け
で
な
く
、
農

業
、
商
業
、
女
性
、
お
年
寄
り
、
い
ろ

ん
な
立
場
の
人
た
ち
が
大
勢
で
関
わ
る

こ
と
が
、
納
得
の
い
く
ま
ち
づ
く
り
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
仙
田
体
験
交
流
館

や
千
手
温
泉
千
年
の
湯
で
の
取
り
組
み

で
、
そ
の
成
果
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　
田
ロ
　
住
ん
で

い
る
人
た
ち
と
行

政
が
共
同
作
業
し

な
が
ら
、
ひ
と
つ

　
　
　
　
　
書

　
こ
う
し
た
拠
点
は
、
小
学
校
区
単
位

で
あ
る
の
が
理
想
で
は
な
い
の
か
な
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
川
西
町
に
は
、
雪
や
気
侯
が
育
ん
で

く
れ
る
新
鮮
で
安
全
で
お
い
し
い
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
自
信

を
持
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を

さ
ら
に
内
外
に
広
げ
て
い
く
た
め
に
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
「
エ
コ
タ
ウ

ン
推
進
事
業
」
で
す
。

　
エ
コ
タ
ウ
ン
の
心
は
、
有
機
肥
料
や

廃
棄
物
資
源
を
活
用
し
て
、
「
価
値
の

高
い
安
心
で
き
る
農
産
物
を
作
っ
て
い

く
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
「
い
っ
ぱ
い
穫
ろ
う
」

「
機
械
、
肥
や
し
、
薬
を
う
ま
く
使
お

う
」
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
わ
け

で
す
が
、
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
の
よ
う

に
、
「
自
分
た
ち
の
ご
み
が
自
分
た
ち

の
食
べ
物
に
つ
な
が
る
ん
だ
」
「
本
物

の
味
と
は
こ
う
な
ん
だ
」
と
い
う
気
持

ち
に
な
れ
ば
、
資
源
循
環
型
社
会
の
実

現
は
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
そ
の
気
に
な
っ
て
進
め
よ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
伊
藤
　
川
西
町
に
は
、
二
か
月
に
一

回
く
ら
い
来
て
い
ま
す
。
そ
の
た
び
に

新
し
い
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。
有
機

の
取
り
組
み
が
始
ま
り
、
生
ご
み
リ
サ

イ
ク
ル
に
発
展
し
、
さ
ら
に
有
機
栽
培

の
N
P
O
組
織
ま
で
生
ま
れ
ま
し
た
、

そ
れ
も
ご
く
短
期
間
に
。
こ
れ
は
東
京

や
新
潟
市
で
は
不
可
能
な
こ
と
で
す
。

川
西
町
に
は
、
人
の
和
、
地
域
の
輪
が

そ
れ
だ
け
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

14・3・10④



　
そ
の
力
が
発
揮
さ
れ
れ
ば
、
新
し
い

価
値
の
あ
る
資
源
循
環
型
の
地
域
を
つ

く
り
出
す
こ
と
は
、
十
分
可
能
だ
と
思

い
ま
す
。

　
地
域
の
資
源
を
見
つ
け
て
磨
き
を
か

け
、
そ
れ
が
新
し
い
価
値
に
な
っ
て
地

域
の
中
で
ま
わ
っ
て
い
く
、
と
い
う
資

源
循
環
型
社
会
の
実
現
へ
向
け
た
取
り

組
み
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
に
視
点
を
置

く
こ
と
が
重
要
な
よ
う
で
す
。

　
誕
生
「
N
P
O
魚
沼
ゆ
う
き
」

　
そ
し
て
、
そ
の
中
で
は
、
「
農
業
」

「
食
」
「
米
」
と
い
っ
た
切
り
口
が
欠
か

せ
な
い
要
素
で
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
そ
う
し
た
分
野
で
、
新
し
い
取
り
組

み
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
一
月
二
十
五
日
付
け
で
特
定

非
営
利
活
動
法
人
（
口
N
P
O
）
と
し

て
認
証
を
受
け
た
「
N
P
O
魚
沼
ゆ
う

き
」
が
そ
れ
で
す
。

　
二
月
十
一
日
、
町
内
外
の
農
家
、
消

費
者
、
行
政
関
係
者
な
ど
が
集
ま
っ
て

発
足
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
、
①
J
A
S
法
（
農
林
産

物
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化

に
関
す
る
法
律
）
に
基
づ
く
有
機
栽
培

認
定
者
及
び
申
請
予
定
者
、
②
減
（
農

薬
）
減
（
化
学
肥
料
）
農
業
の
実
践
者
、

③
非
農
業
者
で
会
の
目
的
と
事
業
に
賛

同
す
る
特
定
の
協
力
者
で
組
織
し
、
設

立
時
の
正
会
員
は
十
四
人
で
す
。
こ
の

う
ち
、
①
の
J
A
S
認
定
者
は
十
二
人

で
、
一
法
人
で
の
認
定
取
得
数
は
県
内

で
最
も
多
い
も
の
で
す
。

勉強会では「いいとうちゃん衆」が酒も
飲まずに5時間も語り合います

誉
シ
ヒ
カ
リ
の
時
代
」
が
終
わ
る

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
全
国
的
に

広
が
り
つ
つ
あ
り
、
こ
の
動
き
に
つ
い

て
、
前
出
の
伊
藤
忠
雄
新
潟
大
学
教
授

は
「
新
潟
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
時
代
が
終
わ

り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
は
、

他
県
の
米
も
食
味
は
み
ん
な
良
く
な
っ

て
き
て
お
り
、
不
況
の
あ
お
り
も
あ
っ

て
財
布
の
ひ
も
が
固
く
な
り
、
『
味
が
そ

こ
そ
こ
良
く
て
、
安
け
れ
ば
満
足
』
と

い
う
消
費
者
の
心
理
を
反
映
し
て
起
き

て
い
る
、
産
地
の
生
き
残
り
対
応
の
動

き
で
し
ょ
う
」
と
分
析
し
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
「
新
潟
の
魚
沼
の
コ
シ
ヒ

カ
リ
は
、
う
ま
い
が
高
す
ぎ
る
」
と
い

う
の
が
全
国
の
大
方
の
消
費
者
の
評
価

の
よ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
「
最
高

級
」
よ
り
も
、
値
段
は
そ
こ
そ
こ
で

「
安
全
、
安
心
の
米
を
食
べ
た
い
」
と

い
う
欲
求
の
方
が
上
向
い
て
き
て
い
る

こ
と
も
表
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
今
回
N
P

O
を
立
ち
上
げ
た
一
人
、
理
事
長
の
山

岸
勝
さ
ん
（
54
／
木
島
）
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　
情
報
を
オ
ー
プ
ン
に
し
ま
す

　
　
N
P
O
法
人
を
立
ち
上
げ
た
わ
け

と
そ
の
効
果
は
？

　
山
岸
　
今
、
川
西
町
の
稲
の
作
付
面

積
は
、
約
八
○
○
町
歩
で
、
そ
の
う
ち
、

J
A
S
法
に
の
っ
と
っ
た
有
機
栽
培
面

積
は
一
六
町
歩
で
全
体
の
二
㌫
に
す
ぎ

ま
せ
ん
。
ま
あ
、
変
人
扱
い
さ
れ
る
わ

け
で
す
。
農
薬
や
化
学
肥
料
を
使
わ
な

い
で
稲
が
で
き
る
わ
け
が
な
い
と
…

　
で
も
、
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
、
想

像
し
て
い
る
よ
り
容
易
に
で
き
る
ん
で

す
。
だ
か
ら
、
少
し
ず
つ
で
す
が
取
り

組
む
仲
間
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
、

で
き
れ
ば
全
体
の
一
〇
㌫
く
ら
い
に
広

げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
い
ろ
ん
な
人
に
見
て
も
ら
っ
た

り
参
加
し
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
が

大
事
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
進
め
て
行

く
に
は
、
個
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

で
は
、
取
り
組
む
内
容
に
も
方
法
に
も

限
界
が
あ
り
ま
す
。

　
だ
か
ら
、
農
家
だ
け
で
な
く
、
消
費

者
や
商
業
関
係
者
が
入
っ
た
組
織
に
し

て
、
情
報
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い
こ
う

と
考
え
ま
し
た
。
対
外
的
に
も
信
頼
性

が
増
し
ま
す
し
、
小
さ
い
で
す
が
雇
用

の
場
も
生
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
活
動
に

公
の
責
任
も
生
ま
れ
ま
す
か
ら
、
自
分

た
ち
の
自
覚
を
促
す
働
き
も
あ
り
ま
す
。

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
で
い
い

　
　
こ
れ
か
ら
の
活
動
予
定
は
？

　
山
岸
　
ま
ず
、
新
た
な
会
員
募
集
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
勉
強
会
を
開
く

の
も
そ
の
た
め
で
す
。

　
苗
や
肥
料
、
植
付
け
、
管
理
、
除
草
、

刈
り
取
り
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
年
々
積

み
重
な
っ
て
い
ま
す
し
、
い
つ
で
も
情

報
提
供
し
ま
す
。

「有機栽培は決して奇抜なことで

はありません」と語る山岸さん

　
ま
た
、
い
き
な
り
無
農
薬
、
完
全
有

機
で
は
抵
抗
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
減
（
農
薬
）
減
（
化
学
肥
料
）
栽

培
な
ど
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組

ん
だ
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
今
の
と

こ
ろ
、
四
月
か
ら
十
二
～
十
三
人
会
員

が
増
え
る
予
定
で
す
。
最
終
的
に
は
、

三
十
人
く
ら
い
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
今
年
の
取
り
組
み
で
力
を
入
れ
た
い

の
が
子
ど
も
た
ち
へ
の
働
き
か
け
で

す
。
子
ど
も
は
本
当
に
素
直
で
純
粋
で

す
。
環
境
を
守
り
、
健
全
な
作
物
が
実

り
、
安
全
な
食
物
に
な
る
こ
と
が
と
て

も
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
心
か
ら
理
解

し
て
く
れ
ま
す
。

　
そ
の
こ
と
を
も
っ
と
実
感
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
バ
ケ
ツ
栽
培
を
勧
め
た
い

と
思
い
ま
す
。
バ
ケ
ツ
に
一
株
、
完
全

有
機
の
稲
を
植
え
る
だ
け
で
秋
に
は
見

事
な
穂
が
実
り
ま
す
。
こ
れ
も
い
つ
で

も
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　
生
産
者
と
し
て
共
存
を

　
　
今
後
の
課
題
は
？

　
山
岸
　
生
産
の
め
ど
は
だ
い
た
い
立

つ
の
で
す
が
、
販
売
ル
ー
ト
の
確
立
が

今
後
の
課
題
の
一
つ
で
す
。
広
く
消
費

者
に
知
っ
て
も
ら
う
活
動
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
P
R
に
も
、
も
つ

と
力
を
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
価
格
面
で
も
、
今
は
J
A
S

認
定
の
有
機
米
は
と
て
も
高
い
の
で
す

が
、
生
産
量
が
上
が
っ
て
い
け
ば
こ
れ

も
値
下
げ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
活
動
は
、
単
純
に
「
安
全

で
う
ま
い
も
の
」
を
作
っ
て
い
こ
う
と

い
う
も
の
で
、
決
し
て
今
の
生
産
方
法

や
組
織
に
敵
対
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
同
じ
生
産
者
と
し
て
共
存

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
近
頃
の
輸
入
農
産
物
や
食
品
加
工
を

め
ぐ
る
混
乱
を
例
に
ひ
く
ま
で
も
な

く
、
「
食
」
に
対
す
る
認
識
は
、
「
量
」

↓
「
味
」
↓
「
安
全
」
へ
と
確
実
に
移

行
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
、
消
費
者
や
社
会
の
流
れ

を
受
け
と
め
て
、
す
早
く
、
確
実
に
、

地
域
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
く
活
動
を

進
め
る
先
に
、
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
道
が

開
け
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
次
号
で
は
、
賑
わ
い
空
間
の
エ
リ
ア

で
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
、
実
験
的
商

業
活
動
の
動
き
を
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

⑥14・3・10
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二
月
号
に
引
き
続
ぎ
、
市
町
村
合
併
に
対
す
る
意
識
調
査
（
ア
ン
ケ
ー

ト
）
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
回
は
、
問
十
一
（
市
町
村
合
併

に
つ
い
て
の
自
由
意
見
）
に
回
答
さ
れ
た
こ
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ご
意
見
は
、
一
五
八
人
の
方
か
ら
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
間
六
で

「
合
併
は
必
要
」
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
合
併
は
必
要
」
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
合
併
は
必
要
な
い
」
、
「
合
併
は
必
要

な
い
」
、
「
分
か
ら
な
い
」
と
回
答
さ
れ

た
人
ご
と
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
意

見
の
数
に
応
じ
て
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
度
の
意
識
調
査
（
ア
ン

ケ
ー
ト
）
は
、
現
時
点
で
の
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
一
般
的
な
お
気
持
ち
を
把
握

す
る
た
め
に
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
結

果
、
情
報
提
供
の
方
法
や
量
に
課
題
を

感
じ
ま
し
た
し
、
合
併
間
題
に
対
す
る

お
考
え
に
も
非
常
に
幅
広
い
も
の
が
あ

る
と
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

萎
馨
萎
簗
霧
萎
霧
霧
嚢
霧
萎
裟
舞
萎
羅

婁
額
鋸
泌
鰐
　

●
合
併
で
川
西
町
が
「
市
」
に
な
る
こ

と
は
大
変
良
い
。
（
二
十
代
女
性
）

●
財
政
を
考
え
る
と
悠
長
な
立
場
は
と

れ
な
い
。
合
併
後
は
、
住
民
の
意
見
が

行
政
に
と
ど
き
に
く
く
な
る

と
思
う
が
、
今
ま
で
都
市
に

比
べ
れ
ば
過
剰
に
反
映
し
て

い
た
の
で
な
い
か
。
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
も
少
し
く
ら

い
は
甘
受
す
べ
き
だ
。
住
民

負
担
の
増
加
も
、
合
併
し
な

い
ほ
う
が
よ
り
大
き
い
。
新

設
合
併
と
す
べ
き
だ
。

（
二
十
代
男
性
）

●
合
併
は
避
け
て
通
れ
な

い
。
合
併
協
議
で
有
利
な
方

向
に
導
く
町
の
力
量
を
期
待

す
る
。
頸
城
と
の
合
併
は
必

要
な
い
。
十
日
町
の
赤
字
は

背
負
い
た
く
な
い
。

（
四
＋
代
女
性
）

●
起
業
や
企
業
誘
致
が
期
待
で
き
な
い

現
状
で
は
、
ジ
リ
貧
に
な
っ
て
い
く
の

が
目
に
見
え
る
。
反
面
、
住
民
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
ヘ
の
要
求
は
よ
り
き
め
細
か

く
高
度
に
な
っ
て
い
く
。
こ
れ
に
対
応

す
る
に
は
広
域
合
併
が
必
要
。
十
日
町

市
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
も
ら

い
た
い
。
（
四
十
代
男
性
）

　
　
　
　
墜
皿
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㎜
，
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簾
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難
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難
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鐵
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蓼
蕪
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蔵
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灘
猿
耀
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臨
隊

様々な意見を交わすことによって方向が見えてき
（昨年10月の6市町村長による意見交換）

●
心
情
と
し
て
は
気
が
進
ま
な
い
住
民

が
多
い
と
思
う
。
合
併
は
、
国
の
構
造

改
革
の
重
要
な
柱
だ
と
思
う
の
で
断
れ

な
い
。
時
間
ば
か
り
か
け
て
も
解
決
し

な
い
。
重
要
な
の
は
協
定
書
の
内
容
を

ど
う
良
く
す
る
か
だ
。
（
五
十
代
男
性
）

●
町
長
の
考
え
を
早
く
明
確
に
し
、
指

導
力
を
発
揮
し
て
も
ら
い
た
い
。

（
五
＋
代
男
性
）

●
特
に
負
債
な
ど
の
情
報
提
供
が
甘
す

ぎ
な
い
か
。
に
ぎ
わ
い
空
間
の
建
設
費
、

維
持
管
理
費
な
ど
全
て
入
れ
た
の
か
。

隠
し
事
の
な
い
情
報
提
供
を
し
て
も
ら

い
た
い
。
（
五
十
代
男
性
）

●
事
前
協
議
や
合
併
協
議
会
で
は
リ
ー

ダ
ー
に
な
る
く
ら
い
の
強
気
で
や
っ
て

も
ら
い
た
い
。
協
議
の
経
過
を
広
報
な

ど
で
知
ら
せ
る
こ
と
。

（
六
十
代
女
性
他
）

●
川
西
町
が
関
係
市
町
村
と
の
協
議
の

中
で
優
位
に
立
て
る
よ
う
、
早
く
町
民

と
話
し
合
い
を
す
る
な
ど
し
て
い
ろ
い

ろ
な
問
題
の
検
討
を
進
め
て
も
ら
い
た

い
。
合
併
に
は
、
町
民
が
納
得
の
い
く

よ
う
住
民
投
票
も
考
え
て
も
ら
い
た

い
。
中
心
主
義
で
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
も
ら
い
た

い
。
（
六
十
代
男
性
）

●
住
民
レ
ベ
ル
で
合
併
の
是
非
を
判

断
で
き
る
意
識
、
知
識
が
高
ま
っ
て
い

な
い
段
階
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
疑
問
で

あ
る
。
是
か
非
か
住
民
判
断
を
容
易
に

す
る
た
め
の
取
組
み
を
行
政
に
願
い
た

い
。
（
六
十
代
男
性
）

●
合
併
が
避
け
ら
れ
な
い
の
な
ら
、
特

例
法
の
期
限
内
が
良
い
。
合
併
で
失
職

す
る
人
は
消
極
的
立
場
に
な
る
が
、
前

向
き
に
検
討
を
。
合
併
で
個
性
が
薄
れ

る
と
い
う
が
、
そ
の
個
性
は
昭
和
の
大

合
併
か
ら
五
十
年
し
か
た
っ
て
な
い
。

（
六
十
代
男
性
）

●
先
ず
合
併
し
て
、
不
都
合
な
点
は
直

し
て
ゆ
け
ば
よ
い
。

（
七
十
代
以
上
男
性
）

●
住
民
の
不
安
事
項
は
、
専
門
委
員
会

で
研
究
討
議
し
て
解
消
す
べ
き
だ
。

（
七
十
代
以
上
男
性
）

●
新
名
称
で
合
併
を
。

（
七
十
代
以
上
男
性
他
）

●
合
併
の
不
安
よ
り
も
、
せ
っ
か
く
の

チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い
か
と
不
安
を
感

じ
る
。
（
七
十
代
以
上
男
性
）

●
合
併
協
議
会
で
地
域
産
業
の
活
性
化

や
克
雪
対
策
な
ど
十
分
議
論
を
尽
く

し
、
平
成
十
七
年
に
こ
だ
わ
ら
ず
進
め

て
ほ
し
い
。
（
七
十
代
以
上
男
性
）
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で
「
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か
と
い

轍
え
ば
合
併
は
必
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見
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●
よ
り
良
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
の
だ
っ
た
ら
合
併
も
必
要
。
で
も
、

「
今
し
な
け
れ
ば
」
と
い
う
危
機
感
が
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な
い
。
住
民
を
納
得
さ
せ
て
か
ら
話
を

進
め
て
も
ら
い
た
い
。
（
二
十
代
女
性
）

●
十
日
町
市
の
い
い
な
り
の
合
併
は
し

て
ほ
し
く
な
い
。
新
潟
・
黒
埼
の
合
併

の
よ
う
に
、
周
辺
に
お
金
を
使
っ
て
も

ら
い
た
い
。
新
し
い
名
称
に
し
て
ほ
し

い
。
（
二
十
代
女
性
）

●
合
併
す
る
か
否
か
よ
り
、
そ
の
過
程

で
十
分
に
行
政
同
士
で
、
ま
た
住
民
同

士
で
話
し
合
い
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
大

切
と
思
う
。
ま
た
、
話
し
合
い
の
結
果

が
確
実
に
住
民
に
伝
わ
り
、
納
得
の
い

く
説
明
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。
合
併
後
の
生
活
が
ど
う
な
る
か
、

も
う
少
し
具
体
的
な
事
例
を
上
げ
て
ほ

し
い
。
（
二
十
代
女
性
）

●
じ
っ
く
り
基
盤
づ
く
り
し
て
か
ら
の

合
併
で
良
い
。
新
し
い
名
称
に
し
て
も

ら
い
た
い
。
住
民
が
ど
の
方
向
に
つ
い

て
い
け
ば
よ
い
か
、
要
所
要
所
で
の
素

早
い
決
断
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

（
二
十
代
女
性
）

●
合
併
を
し
て
も
し
な
く
て
も
行
政
サ

ー
ビ
ス
が
向
上
す
る
と
は
考
え
に
く

い
。
財
政
規
模
よ
り
も
職
員
の
能
力
の

問
題
が
大
き
い
。
き
れ
い
な
田
舎
づ
く

り
と
情
報
基
盤
整
備
を
す
れ
ば
、
田
舎

の
方
が
住
み
や
す
く
な
る
。

（
二
十
代
男
性
）

●
少
子
高
齢
化
で
住
民
負
担
が
高
く
な

っ
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
。
現
在
、

合
併
し
な
い
場
合
の
国
の
支
援
が
は
っ

き
り
し
な
い
の
で
、
合
併
の
必
要
性
は

判
断
し
か
ね
る
の
が
本
音
。

（
三
十
代
女
性
）

●
国
か
ら
補
助
金
が
出
る
か
ら
と
目
先

の
こ
と
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
、
ゆ
っ
く

り
時
間
を
掛
け
た
ほ
う
が
良
い
。
「
効

率
的
」
に
は
疑
問
を
感
じ
る
。
不
便
の

良
さ
、
無
駄
の
良
さ
、
自
然
の
良
さ
、

…
効
率
的
で
な
い
も
の
の
良
さ
を
、
こ

こ
で
生
活
す
る
人
間
は
も
っ
と
大
事
に

し
て
い
っ
た
ほ
う
が
良
い
。

（
四
＋
代
女
性
）

●
合
併
し
て
川
西
町
が
今
よ
り
良
く
な

る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
十
日
町
だ
け
に

重
点
が
置
か
れ
な
い
か
。
税
金
が
高
く

な
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
こ
と

は
な
い
か
。
か
と
言
っ
て
、
取
り
残
さ

れ
る
の
も
困
る
。
（
四
十
代
女
性
）

●
基
本
的
に
は
合
併
は
賛
成
。
個
人
的

な
利
害
だ
け
を
言
っ
て
い
て
は
、
将
来

の
日
本
が
ダ
メ
に
な
る
。
町
会
議
員
の

先
進
的
、
建
設
的
な
意
見
に
期
待
す
る
。

（
四
＋
代
男
性
）

●
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を

合併を考えることは、この子たちのことを

考えることでもあります

も
っ
と
具
体
的
に
教
え
て
ほ
し
い
。

（
四
＋
代
男
性
）

●
過
疎
化
の
激
し
い
町
は
、
国
の
支
援

が
な
け
れ
ば
立
ち
行
か
な
く
な
る
。
健

や
か
に
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
止
む

を
え
な
い
。
今
ま
で
育
ん
だ
文
化
や
芸

能
を
大
切
に
し
、
新
た
な
気
持
ち
で
新

た
な
市
に
親
し
ん
で
い
く
こ
と
が
大

切
。
（
五
十
代
女
性
）

●
合
併
に
つ
い
て
も
つ
と
情
報
を
出
し

説
明
し
、
住
民
が
理
解
し
て
か
ら
時
期

や
範
囲
な
ど
を
聞
く
べ
き
だ
。
合
併

問
題
よ
り
も
、
働
く
場
所
の
確
保
が
先

決
の
気
が
す
る
。
（
五
十
代
女
性
）

●
川
西
町
の
住
み
心
地
の
良
さ
に
感
謝

し
て
い
る
。
合
併
し
て
も
人
情
と
安
ら

ぎ
が
廃
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
。

（
五
＋
代
女
性
）

●
現
在
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
満
足
し
て

い
る
の
で
急
ぐ
必
要
は
な
い
。
合
併
は
、

「
行
財
政
基
盤
の
強
化
の
た
め
」
と
い

っ
て
い
る
が
、
収
入
に
関
す
る
説
明
が

ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
な
い
の
で
、
こ
の
面

で
は
判
断
で
き
な
い
。
（
五
十
代
男
性
）

●
中
魚
三
町
村
長
の
見
解
に
同
感
。
住

民
が
理
解
し
て
か
ら
の
判
断
が
重
要
。

時
間
的
制
限
の
み
で
結
論
を
導
く
こ
と

は
避
け
て
ほ
し
い
。
（
五
十
代
男
性
）

●
合
併
は
時
期
尚
早
と
思
う
が
、
将
来

避
け
て
通
れ
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
平
成

十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
が
望
ま
し

い
。
（
五
十
代
男
性
）

●
個
人
的
に
は
反
対
で
あ
る
が
、
国
や

自
治
体
の
財
政
を
考
え
る
と
合
併
は
必

要
。
（
五
十
代
男
性
）

●
調
査
票
を
見
る
ま
で
は
、
そ
の
日
を

平
穏
に
暮
ら
せ
れ
ば
と
、
合
併
に
つ
い

て
は
考
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
周
り
の
人
の
意
見
も
聞
き
、

も
つ
と
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
と
思
っ

た
。
何
か
不
安
が
大
き
い
。

（
六
十
代
女
性
）

●
国
県
の
財
政
支
援
が
無
け
れ
ば
や
っ

て
い
け
な
い
だ
ろ
う
。
合
併
せ
ざ
る
を

え
な
い
。
小
さ
な
村
々
で
同
じ
施
設
を

造
っ
て
共
倒
れ
す
る
よ
り
も
、
広
い
視

野
で
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

（
六
十
代
女
性
）

●
合
併
し
な
い
と
川
西
町
が
取
り
残
さ

れ
る
の
で
は
と
心
配
に
な
り
、
合
併
す

れ
ば
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
に

く
く
な
る
の
で
は
と
不
安
に
な
る
。

（
六
十
代
女
性
）

●
合
併
し
て
も
、
住
民
の
意
見
が
行
政

に
届
き
に
く
く
な
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
、
中
心
地
だ
け
が
栄
え
る
事
の
な
い

よ
う
に
願
い
た
い
。
（
六
十
代
男
性
）

●
合
併
は
必
要
と
思
う
が
、
不
安
が
大

き
い
。
川
西
町
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
心

の
こ
も
っ
た
サ
ー
ビ
ス
だ
。
合
併
す
る

と
行
政
と
住
民
の
心
の
つ
な
が
り
が
薄

れ
て
し
ま
う
。
合
併
し
て
も
安
心
し
て

住
め
る
行
政
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

（
七
十
代
以
上
女
性
）

●
社
会
情
勢
不
安
定
な
昨
今
、
事
を
急

ぐ
必
要
な
し
。
じ
つ
く
り
と
時
の
流
れ

を
見
極
め
て
か
ら
で
よ
い
。

（
七
十
代
以
上
女
性
）

●
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
し
て
い
る

の
で
、
こ
れ
以
上
は
望
ん
で
な
い
。
し

か
し
合
併
は
避
け
ら
れ
な
い
。
合
併
は

各
市
町
村
の
共
存
共
栄
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
し
、
行
政
の
都
合
で
な
く
住
民

本
位
で
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

（
七
十
代
以
上
女
性
）

●
今
の
川
西
町
が
好
き
だ
。
静
か
で
人

情
も
あ
り
、
豊
か
な
自
然
と
暮
ら
せ
る

幸
せ
を
感
じ
て
い
る
。

（
年
代
不
明
女
性
）

問
六
で
「
ど
ち
ら
か
と
し
　
鱗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
燃

え
ば
合
併
は
必
要
な
い
」
と
　

●
今
の
生
活
で
、
行
政
や
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
不
満
を
感
じ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

も
し
合
併
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ら
、

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
税
負
担
が
増
え
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
願
い
た
い
。

（
二
十
代
女
性
）

●
私
は
川
西
町
が
好
き
。
大
き
な
市
町

村
と
違
っ
て
温
か
さ
を
感
じ
る
。
町
の

サ
ー
ビ
ス
に
満
足
し
て
い
る
。
で
き
れ

ば
今
の
ま
ま
が
良
い
。
で
も
、
将
来
財

政
面
で
苦
し
く
な
る
の
で
あ
れ
ば
合
併

も
や
む
を
え
な
い
。
合
併
し
て
も
今
ま

で
の
住
み
良
さ
を
な
く
さ
な
い
で
ほ
し

い
。
（
二
十
代
女
性
）

●
今
回
の
合
併
は
行
政
の
都
合
だ
。
生

活
の
中
で
は
デ
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
多
い

と
感
じ
る
。
も
し
合
併
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
ら
対
等
合
併
に
し
て
も
ら
い
た

い
し
、
合
併
特
例
の
恩
恵
も
ほ
と
ん
ど

十
日
町
が
受
け
る
の
で
は
な
い
か
。
周

辺
と
な
る
仙
田
は
取
り
残
さ
れ
て
し
ま

磁14・3・10



う
。
、
（
二
十
代
男
性
）

●
合
併
す
る
と
大
き
な
と
こ
ろ
に
巻
き

込
ま
れ
て
住
民
負
担
が
増
え
る
と
思

う
。
（
三
十
代
女
性
他
）

●
十
日
町
の
意
識
が
変
わ
ら
な
い
限
り

合
併
は
う
ま
く
い
か
な
い
。
自
治
体
の

規
模
が
大
き
く
な
る
と
、
職
員
の
地
域

へ
の
意
識
が
低
下
し
て
「
お
役
所
化
」

し
て
く
る
。
現
在
の
川
西
町
の
職
員
レ

ベ
ル
は
、
平
均
を
か
な
り
上
回
っ
て
い

る
と
思
う
。
（
三
十
代
女
性
）

●
目
先
の
特
典
の
た
め
の
合
併
な
ら
必

要
な
い
。
今
の
川
西
町
を
改
め
て
見
直

し
、
必
要
に
な
っ
た
ら
合
併
す
れ
ば
よ

い
。
と
も
か
く
大
き
な
問
題
で
あ
る
か

ら
、
情
報
公
開
を
願
い
た
い
。
住
民
が

納
得
す
る
形
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

（
三
十
代
女
性
）榊

榊 鴇齢

ね鰹灘榊

％
誘

ホ
●
各
市
町
村
長
の
受
け
止
め
方
の
違
い

が
気
に
な
る
。
時
間
を
か
け
て
協
力
体

制
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
。

（
四
＋
代
女
性
）

●
合
併
す
る
と
、
十
日
町
市
の
赤
字
を

川
西
町
が
背
負
う
よ
う
な
気
が
す
る
。

税
金
だ
け
が
高
く
な
り
良
い
こ
と
が
な

い
よ
う
な
気
が
す
る
。
（
四
十
代
女
性
）

●
川
西
町
独
自
で
立
ち
行
く
よ
う
な
方

策
を
考
え
る
、
そ
う
い
う
行
政
の
姿
勢

が
ほ
し
い
。
人
を
育
て
、
「
川
西
町
」

と
い
う
地
名
が
消
え
る
こ
と
の
な
い
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
が
目
指
せ
な
い
か
。

十
日
町
市
と
合
併
す
る
こ
と
に
不
安
。

（
五
＋
代
女
性
）

無

幽
）

》蠕／
1醍淋一諸
，　、試　響
　ぎ1　　試
　　　十
篠、　嗣
．蝶＼布
露謡製
澤偲＼
欝製軌

　
コ箕鯵　3

ノ
　
鍔

　
　
　
、
擁

　
　
　
　
　
　
ダ
ノ

吉
霧
　
　
》
＄

怒
難
　
　
、　
O

松
代
魂
松
之
山
駆

　
／
　
　
難

　
　
　
　
　
　
　
　
…
鍛
囎
黙
灘
叢
．
”

　
　
　
　
　
　
は
　

　
　
　
　
　
　
、
謹
　
　
　
繍

　
　
　
　
　
　
　
　
参

　
　
　
ご
欝
　
　
　
　
　
謬

／
　
　
溜
、
　
響
、

撫
【
欄
鞭

●
十
日
町
に
近
い
所
に
住
ん
で
匝
る
の

で
合
併
に
は
抵
抗
な
い
が
、
寂
し
い
気

が
す
る
。
今
の
ま
ま
が
い
い
。

（
五
＋
代
女
性
）

●
合
併
し
て
も
、
高
齢
化
・
過
疎
化
は

つ
き
も
の
。
補
助
金
目
当
て
で
は
だ
め
。

（
五
＋
代
男
性
）

●
政
府
の
合
併
促
進
策
は
納
得
し
難

い
。
行
政
は
小
さ
く
や
っ
て
い
け
れ
ば
、

そ
れ
が
最
善
。
も
し
合
併
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
ら
、
合
併
前
に
流
雪
溝
整
備

な
ど
し
っ
か
り
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

（
五
＋
代
男
性
）

●
合
併
す
れ
ば
十
日
町
だ
け
良
く
な

り
、
周
辺
が
良
く
な
る
と
は
思
え
な
い
。

特
に
仙
田
等
は
切
捨
て
ら
れ
る
。
も
し

合
併
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
十
日

町
は
中
心
都
市
と
し
て
責
任
を
持
っ
て

「（　ぺ
1『

＝之＝

L）」

奪闘韓

地
域
全
体
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
か
、

川
西
は
農
業
と
福
祉
、
津
南
は
林
業
と

か
役
割
分
担
を
明
確
に
し
た
協
定
を
す

べ
き
だ
。
ま
た
、
新
名
称
に
し
て
も
ら

い
た
い
。
（
五
十
代
男
性
）

●
具
体
的
な
青
写
真
が
な
い
と
合
併
の

良
し
悪
し
は
分
か
ら
な
い
。
合
併
を
急

ぐ
理
由
が
見
当
た
ら
な
い
。

（
五
＋
代
男
性
）

●
川
西
町
が
合
併
し
な
い
で
生
き
残
っ

て
い
く
こ
と
を
希
望
す
る
が
、
合
併
は

避
け
ら
れ
な
い
と
思
う
。
合
併
す
る
場

合
、
吸
収
合
併
は
良
く
な
い
。
ま
た
、

六
市
町
村
が
望
ま
し
い
が
、
三
市
町
村

で
の
合
併
を
先
行
し
て
も
よ
い
。

（
五
＋
代
男
性
）

●
川
西
町
は
他
市
町
村
よ
り
も
下
水
道

な
ど
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
合

併
す
る
と
な
る
と
ま
ち
づ
く
り
に
足
踏

み
を
強
い
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
山

間
地
は
山
間
地
同
士
で
合
併
し
て
も
ら

い
た
い
。
（
六
十
代
女
性
）

●
町
職
員
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

の
意
見
に
同
感
す
る
。
ど
ち
ら
が
良
い

か
、
結
論
は
急
が
な
く
て
い
い
。

（
六
十
代
女
性
）

●
住
民
の
間
で
合
併
の
気
運
は
感
じ
ら

れ
な
い
。
重
要
事
項
な
の
で
期
限
ま
で

と
い
わ
ず
、
十
分
時
問
を
掛
け
て
協
議

し
て
も
ら
い
た
い
。
（
六
十
代
男
性
）

●
特
例
法
内
の
合
併
を
、
と
言
う
前
に

原
点
に
返
っ
て
考
え
て
み
て
ほ
し
い
。

合
併
し
な
け
れ
ば
川
西
町
は
本
当
に
取

り
残
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
英
知
を
結

集
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
立
派
に
生
き

て
い
け
る
方
法
を
見
つ
け
出
し
て
ほ
し

い
。
（
七
十
代
以
上
男
性
）

問
六
で
「
合
併
は
必
要
な

い
」
と
回
答
さ
れ
た
方
の

こ
意
見

●
私
は
川
西
町
が
好
き
な
の
で
、
「
川

西
町
」
が
無
く
な
る
な
ん
て
考
え
ら
れ

な
い
。
（
二
十
代
女
性
）

●
な
ぜ
合
併
の
必
要
が
あ
る
の
か
、
経

緯
な
ど
を
住
民
に
き
ち
ん
と
伝
え
て
い

る
の
か
、
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
疑
問
。

行
政
上
合
併
の
利
点
が
見
出
せ
て
も
、

住
民
と
し
て
は
、
慣
れ
親
し
ん
だ
自
分

の
町
が
跡
形
も
な
く
消
え
て
し
ま
い
そ

う
で
、
不
安
と
寂
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

（
二
十
代
女
性
）

●
合
併
す
る
と
川
西
町
は
、
広
い
行
政

区
域
の
は
ず
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
今

の
ま
ま
で
特
別
困
る
事
は
な
い
の
で
合

併
し
な
く
て
い
い
。
（
三
十
代
男
性
）

●
川
西
町
は
田
舎
な
の
が
魅
力
で
、
も

っ
と
磨
き
を
か
け
て
も
ら
い
た
い
。
合

併
し
て
も
、
中
途
半
端
な
さ
び
れ
た
片

田
舎
が
広
が
る
だ
け
で
発
展
性
が
な

い
。
（
四
十
代
女
性
）

●
合
併
は
中
心
地
の
周
辺
に
主
体
性
の

な
い
「
ま
ち
」
が
広
が
る
だ
け
で
な
い

か
。
教
育
・
福
祉
な
ど
小
さ
な
声
が
行
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政
に
届
か
な
く
な
る
。
川
西
町
は
、
声

さ
え
出
せ
ば
聞
い
て
く
れ
る
耳
を
持
っ

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
が
、
オ

ラ
方
意
識
を
持
ち
な
が
ら
広
域
的
に
助

け
合
っ
て
い
く
姿
勢
が
望
ま
し
い
。

（
五
＋
代
女
性
）

●
川
西
町
は
他
市
町
村
に
な
い
良
い
と

こ
ろ
が
あ
る
が
、
合
併
で
ゴ
タ
ゴ
タ
し

て
悪
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安

だ
。
（
五
十
代
女
性
）

●
川
西
町
が
赤
字
に
な
っ
て
も
、
一
般

企
業
の
よ
う
に
倒
産
す
る
こ
と
は
な

い
。
自
然
や
人
情
が
豊
か
で
こ
ぢ
ん
ま

り
と
ま
と
ま
っ
た
町
が
県
下
に
一
か
所

く
ら
い
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
。

（
七
十
代
以
上
女
性
）

　　

問
六
で
「
分
か
ら
な
い
」
と
∞
∞

∞∞

回
答
さ
れ
誘
逡
鷹
　

●
以
前
合
併
し
た
と
こ
ろ
は
ど
う
だ
っ

た
と
か
、
知
ら
な
い
こ
と
が
多
す
ぎ
て

今
は
ま
だ
判
断
で
き
な
い
。

（
三
十
代
女
性
）

●
国
・
県
側
の
合
理
性
・
効
率
性
だ
け

が
目
立
ち
、
か
つ
、
と
て
も
性
急
。
し

た
が
っ
て
、
住
民
に
よ
る
真
の
議
論
も

未
熟
と
な
り
う
る
中
で
進
む
今
次
の
合

併
に
は
と
て
も
不
安
が
あ
る
。

（
五
＋
代
男
性
）

●
川
西
は
、
他
地
域
に
比
べ
農
業
、
下

水
道
、
保
健
・
福
祉
は
進
ん
で
い
る
と

思
う
。
合
併
に
よ
っ
て
後
退
す
る
の
で

は
な
く
て
、
模
範
と
な
る
よ
う
に
。
文

化
・
伝
統
は
守
っ
て
、
十
日
町
な
ど
に

吸
収
さ
れ
な
い
よ
う
に
。

（
七
十
代
以
上
女
性
）

●
ま
だ
住
民
の
間
で
合
併
へ
の
関
心
が

低
い
。
国
か
ら
の
交
付
金
の
た
め
だ
け

の
早
期
合
併
は
お
か
し
い
。

（
七
十
代
以
上
女
性
）

●
具
体
的
な
事
柄
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
を
簡
単
な
、
分
か
り
や
す
い
言

葉
で
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

（
七
十
代
以
上
女
性
）

　
現
在
の
合
併
間
題
に
対
す
る
町
の
基

本
的
な
姿
勢
は
、
合
併
の
是
非
に
関
し

て
は
白
紙
で
す
。
こ
れ
は
、
合
併
す
る

こ
と
の
影
響
、
し
な
い
こ
と
の
影
響
、

近
隣
市
町
村
と
の
行
政
制
度
の
違
い
な

ど
、
多
く
の
情
報
を
皆
さ
ん
に
お
伝
え

し
た
な
か
で
、
お
考
え
や
お
気
持
ち
を

ま
だ
ま
だ
伺
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
か

ら
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
「
市

町
村
合
併
に
つ
い
て
の
懇
談
会
」
の
開

催
、
四
月
以
降
と
し
て
は
、
合
併
間
題

の
住
民
検
討
組
織
の
設
置
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
関
係
市
町
村
間
で
合
併
間
題

を
深
く
検
討
し
て
い
く
た
め
の
協
議
会

に
つ
い
て
も
、
新
た
な
展
開
が
で
き
る

よ
う
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
町

と
し
て
は
、
こ
れ
ら
を
経
な
が
ら
、
今

秋
以
降
に
、
よ
り
具
体
的
な
情
報
を
明

示
し
た
懇
談
会
を
集
落
単
位
ぐ
ら
い
で

実
施
し
た
う
え
で
、
判
断
を
固
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
合
併
問
題
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
直
接

説
明
し
、
率
直
な
ご
意
見
を
伺
う
た
め

の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
大
勢
の
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
（
都
合
の
良
い
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
）

■
日
程
／
会
場

三
月
十
二
日
（
火
）
千
手
地
区

　
　
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
十
三
日
（
水
）
仙
田
地
区

　
　
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

　
二
十
五
日
（
月
）
上
野
地
区

　
　
上
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
二
十
六
日
（
火
）
橘
地
区

　
　
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
時
間
　
い
ず
れ
も
午
後
七
時
か
ら

　
叢
町
灘
合
併
に
つ
騨
て
の
疑
闇
、
質

問
、
意
発
等
が
あ
翰
ま
じ
た
窃
、
文
書

緯
驚
（
は
が
き
餐
も
封
書
で
も
可
・
様

式
薗
由
）
左
記
ま
響
お
寄
懸
く
だ
さ
騨
。

本
紙
に
掲
載
す
る
必
要
瀕
あ
る
場
合

ほ
、
紙
墨
に
で
紹
介
・
回
答
珍
ま
す
。

闇
お
聞
験
糞
せ
先

繁
九
囲
《
ー
〇
一
一
九
峯
　
翔
西
町
役
場

総
務
課
　
市
町
村
合
併
担
当

姪
㊧
8
1
3
1
墨
墨
（
内
線
3
0
2
）

◆（ぐ◆）レ◆◆噸（◆）卜◆◆（（◆）レ◆◆州◆》レ●図ひ州◆レ）◆◆閥◆））◎図ひ（（◆）レ●ゆ朔◆》レ◎ゆ州◆））◆◆州◆）レ●ゆ噌◆）〉◆◆州◆）レ●ゆ州◆》P●図ひ伺◆レレ●ゆ州◆））●ゆ州◆）M●N●川◆レ）●ゆ伺◆）レ◆
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氾億
國

大
地
の
芸
術
祭
事
業
方
針
決
定
！
（
前
編
）

　
　
1
現
代
ア
ー
ト
作
品
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
ー

　
第
二
回
大
地
の
芸
術
祭
に
向
け
、
平

成
十
四
年
度
の
事
業
計
画
が
決
ま
り
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
住
民
と
協
働
し
た

一
部
の
ア
ー
ト
作
品
造
り
が
進
め
ら
れ

ま
す
。
今
年
度
の
目
標
は
、
①
住
民
参

加
機
会
の
積
極
的
な
創
出
　
②
国
際
的

な
展
開
を
含
め
た
広
報
誘
致
活
動
の
充

実
　
③
会
期
運
営
を
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ

た
め
の
準
備
活
動
を
中
心
に
展
開
し
て

い
き
ま
す
。
地
域
で
は
、
地
域
推
進
組

織
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

●
ア
ー
ト
作
品
が
出
現
し
ま
す

　
十
三
年
度
に
引
き
続
き
作
家
が
越
後

妻
有
に
お
い
で
に
な
り
、
一
部
の
作
品

制
作
活
動
や
自
然
と
一
体
と
な
る
作
品

の
構
想
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
越

後
妻
有
の
あ
ち
こ
ち
で
、
ア
ー
チ
ス
ト

と
出
会
う
機
会
が
増
え
ま
す
の
で
、
笑

顔
で
あ
い
さ
つ
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
作
品
づ
く
り
に
当
た
っ
て
は
、
地

元
集
落
と
の
話
し
合
い
や
協
働
作
業
を

中
心
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
す

　
地
元
住
民
が
よ
り
作
品
づ
く
り
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓼
懸
懸
轄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
　
　
　
藍

わ
れ
る
よ
う
に
、
作
品
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
ア
ー
チ
ス
ト
と
の
交
流
会

を
開
催
し
ま
す
。
ア
ー
チ
ス
ト
と
地
域

が
一
体
と
な
っ
た
作
品
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

●
地
元
で
の
協
賛
イ
ベ
ン
ト
の
構
想
を

　
大
地
の
芸
術
祭
を
盛
り
上
げ
て
い
く

た
め
に
は
、
地
域
の
皆
様
が
自
主
的
に

行
う
協
賛
イ
ベ
ン
ト
が
と
て
も
大
切
で

す
。
第
二
回
目
の
大
地
の
芸
術
祭
に
当

た
っ
て
は
、
協
賛
イ
ベ
ン
ト
に
助
成
を

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
各
種
団
体
で
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
構

想
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
み
ん
な
が
運
営
に
加
わ
ろ
う

　
第
二
回
の
大
地
の
芸
術
祭
を
よ
り
効

率
的
に
運
営
し
て
い
く
た
め
に
、
各
市

町
村
推
進
組
織
と
広
報
部
等
の
専
門
各

部
会
を
立
ち
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

③14・3・10



　
　
、
N

　
平
成
十
四
年
度
の
生
産
調
整
目
標
面

積
が
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
内
訳
は
一
覧
表
の
と
お
り
で
す

が
、
こ
れ
に
関
連
す
る
国
や
町
の
施
策

も
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

●
水
田
農
業
経
営
確
立

　
対
策
と
は

　
平
成
十
二
年
度
か
ら
五
年
間
の
計
画

で
始
ま
っ
た
「
水
田
農
業
経
営
確
立
対

策
」
は
、
需
要
に
応
じ
た
米
の
計
画
的

生
産
と
、
水
田
に
お
け
る
大
豆
等
土
地

利
用
型
作
物
の
本
格
的
生
産
の
実
施
に

重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

　
国
産
米
在
庫
を
適
正
水
準
に
引
き
下

げ
た
中
で
米
価
を
安
定
さ
せ
、
水
田
を

最
大
限
に
利
用
す
る
こ
と
で
、
米
以
外

の
作
物
か
ら
所
得
を
確
保
し
、
稲
作
と転作大豆の刈り取り作業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繊

の
複
合
営
農
に
よ
る
水
田
農
業
経
営
の

確
立
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

●
平
成
十
四
年
度
は
昨

年
と
ほ
ぼ
同
規
模

　
米
を
取
り
ま
く
情
勢
は
未
だ

厳
し
く
、
全
国
的
な
収
穫
量
の

増
加
と
米
消
費
量
の
減
少
に
よ

り
国
産
米
在
庫
は
依
然
と
し
て

高
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
自
主
流
通
米

の
価
格
を
引
き
下
げ
る
恐
れ
が

で
て
き
た
た
め
、
国
は
緊
急
措

置
と
し
て
十
三
年
度
限
り
と
し

て
い
た
生
産
調
整
面
積
の
拡
大

を
平
成
十
四
年
度
も
継
続
し
て

実
施
す
る
こ
と
を
発
表
し
、
当

町
に
は
十
三
年
度
と
ほ
ぼ
同
様

D
勾
ニ
ヒ
妃
＼
ク
ダ
ー
レ
2
祀

（
　
！
肖
一
　
　
一
　
　
’
　
　
　
一
　
ノ
　
　
♂
　
　
　
ノ
　
ノ
　
　
ノ
　
ノ
　
　
　
　
　
フ
　
　
（
　
伊
「

分
と
な
り
ま
し
た
。

　
併
せ
て
国
は
、
生
産
オ
ー
バ
・

1
分
を
配
合
飼
料
用
に
回
す
な

ど
の
「
持
越
在
庫
処
理
策
」
を

十
四
年
度
に
お
い
て
実
施
し
ま

す
。●

所
得
確
保
に
町
も

支
援
し
ま
す

平
成
十
四
年
度
集
落
別
目
標

平成14年度　集落別水稲作付面積のガイドライン及び生産調整目標面積一覧表　　＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：a）

面
積
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
町
で
は
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
推
進

し
て
い
る
大
豆
、
そ
ば
等
の
団
地
・
集

団
で
の
栽
培
を
軸
に
、
米
以
外
の
作
物

か
ら
の
収
益
と
国
の
助
成
金
と
を
あ
わ

せ
て
、
米
に
代
わ
る
所
得
の
確
保
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
の
如
何
が
、
農
家
所

得
に
大
き
く
影
響
を
与
え
ま
す
。
町
と

し
て
も
集
団
転
作
へ
の
転
換
に
対
し
、

支
援
策
を
設
け
て
推
進
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　
併
せ
て
、
大
豆
・
そ
ば
・
野
菜
な
ど

を
栽
培
し
地
域
内
で
消
費
す
る
、
い
わ

ゆ
る
「
地
産
地
消
」
に
結
び
付
け
て
、

転
作
田
か
ら
の
収
益
向
上
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　
し
か
し
、
国
の
助
成
金
な
ど
の
有
利

な
支
援
を
受
け
る
に
は
、
集
落
に
お
け

る
目
標
面
積
の
確
実
な
達
成
が
必
須
に

な
り
ま
す
。
各
集
落
に
お
い
て
、
目
標

達
成
に
向
け
て
積
極
的
な
推
進
を
お
願

い
し
ま
す
。

集落名

集落別
水稲作付
可能面積

米の作付面
積に関する
ガイドライン

　　①

平成14年度

生産調整
目標面積
②＝

③＋④＋⑤

生産調整目表面積の内訳
加工用米

生産予定

数　量
（30kg）

定着
カウント

面　積

　③

加工用米
カウント

面　　積

　④

転作等面積⑤

従来分
面　積

⑤一1

緊　　、急

拡大面積

⑤一2

転作等

面　積

合計
東　　山 3，641．8 2，664．7 980．3 51．4 54．6 803．1 71．2 874．3 2，790

水口沢 2，572．2 1，879．8 692．4 3．2 38．7 600．2 50．3 650．5 1，980

中屋敷 2，434．9 1，779．5 655．4 6．3 37．0 564．5 47．6 612．1 1，890

上新井 2，228．0 1，670．0 599．8 59．4 33．5 463．3 43．6 506．9 1，710

沖　　立 11，056．3 8，080．2 2，976．1 8．9 166．4 2，584．6 216．2 2，800．8 8，520

伊　　友 6，844．1 5，001．8 1，842．3 4．0 103．3 1，601．1 133．9 1，735．0 5，280

高原田 2，136．5 1，561．4 575．1 85．9 32．6 414．8 41．8 456．6 1，650

坪　　山 2，816．2 2，058．1 758．1 127．1 42．3 533．6 55．1 588．7 2，160

霜　　条 2，517．9 1，840．2 677．7 24．6 38．2 565．7 49．2 614．9 1，950

鶴　　吉 1，170．1 855．1 315．0 3．0 17．6 271．5 22．9 294．4 900

千譲欝 37，418沿 27，3弱、8 10，0籍．2 373．8 5麟．獲 呂，導⑧2．導 簸欝．8 璽，董34．2 整8，83◎

上　　野 5，759．4 4，210．5 1，550．3 134．4 86．9 1，216．4 112．6 1，329．0 4，440

元　　町 3，511．1 2，566．0 945．1 15．1 52．8 808．5 68．7 877．2 2，700

新町新田 4，497．3 3，286．7 1，210．6 33．3 67．5 1，021．8 88．0 1，109．8 3，450

下平新田 3，542．0 2，588．5 953．5 8．6 53．4 822．2 69．3 891．5 2，730

三　　領 1，910．9 1，396．5 514．4 0．0 28．8 448．2 37．4 485．6 1，470

小根岸 1，497．8 1，094．6 403．2 0．0 22．3 35L6 29．3 380．9 1，140

墨野欝 鱒，718．5 韮5，辮2．＄ 5，577。茎 垂雛．導 3粟1．7 4，衡＄．霧 導鱒，濱 5，＠難，◎ 霊5，璽3◎

木　　落 6，258．6 4，573．9 1，684．7 0．0 94．5 1，467．8 122．4 1，590．2 4，830

寺ケ崎 1，279．3 935．0 344．3 9．0 19．4 290．9 25．0 315．9 990

塩　　辛 766．4 560．1 206．3 3．0 11．7 176．6 15．0 191．6 600

仁　　田 6，080．9 4，444．1 1，636．8 0．0 91．6 1，426．3 118．9 1，545．2 4，680

野　　口 7，486．2 5，481．8 2，015．1 46．7 112．7 1，709．3 146．4 1，855．7 5，760

原　　田 2，264．1 1，654．6 609．5 29．8 34．1 501．3 44．3 545．6 1，740

根　　深 2，269．3 1，658．4 610．9 28．9 34．1 503．5 44．4 547．9 1，740

下　　原 2，846．6 2，080．3 766．3 0．0 42．5 668．1 55．7 723．8 2，190

四十歩 332．0 242．6 89．4 19．2 5．3 58．4 6．5 64．9 270

橘　　欝 2璽，583．4 鍛，癒30．8 驚璽63，3 13癒。6 445．璽 蔭，8膿．2 欝8．癒 簗，3㈹．8 2霧8⑧⑳

中仙田 2，500．3 1，827．3 673．0 131．6 37．6 454．9 48．9 503．8 1，920

室　　島 1，732．2 1，323．2 466．3 167．5 25．8 239．1 33．9 273．0 1，320

小　　脇 1，290．4 955．1 347．3 125．6 19．4 177．1 25．2 202．3 990

高　　倉 741．9 546．7 199．7 264．0 11．2 一90．0 14．5 一75．5 570

藤　　沢 65．9 48．2 17．7 6．5 1．2 8．7 1．3 10．0 60

田　　戸 1，166．4 871．4 314．0 41．7 17．6 231．9 22．8 254．7 900

赤　　谷 2，218．1 1，636．6 597．1 62．7 33．6 457．4 43．4 500．8 1，710

岩　　瀬 2，403．0 1，756．2 646．8 289．0 36．4 274．4 47．0 321．4 1，860

大　　倉 329．1 247．6 88．5 103．2 4．7 一25．8 6．4 一19．4 240

大白倉 1，254．3 933．6 337．6 61．2 18．8 233．1 24．5 257．6 960

小白倉 2，220．0 1，622．6 597．4 100．0 33．5 420．5 43．4 463．9 1，710

紬照謙 15，囎1．6 1董，％8．5 4，285誹 董，353．◎ 23璽．8 霧3綴．3 3鍛．3 露，籔麗．6 魏，鱗◎

川西町計 103，641．5 75，932．9 27，898．0 2，054．8 1，561．6 22，254．6 2，027．0 24，281．6 79，800
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上
新
井
と
舟
場

　
「
井
」
は
「
居
」
と
同
じ
で
、
新
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
い

く
住
み
つ
い
た
ム
ラ
ー
「
新
居
」
の

意
味
で
あ
ろ
う
。
「
上
」
は
、
ウ
エ
で

な
く
、
既
に
あ
っ
た
ム
ラ
か
ら
見
て
カ

ミ
の
方
に
あ
る
と
い
う
位
置
関
係
を
示

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
下
モ
の
在
り

か
が
何
処
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
何
と

も
い
え
な
い
。

　
居
を
井
と
書
く
例
は
多
く
、
津
南
町

の
大
井
平
、
十
日
町
市
の
大
井
田
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
い

も
そ
う
で
あ
り
、
新
井
の
呼
び
名
は
多

い
。
　
別
に
、
一
族
の
宗
家
（
本
家
）
を
オ

イ
（
大
居
↓
大
井
）
と
呼
ぶ
例
も
あ
る
。

大
上
ミ
・
大
下
モ
と
同
じ
く
、
敬
っ
て

「
居
」
に
大
を
付
け
た
も
の
の
よ
う
で

あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
オ
オ
ヤ
ケ

（
大
家
）
・
オ
オ
メ
ェ
（
大
前
）
と
呼

ぶ
の
も
同
じ
類
で
あ
る
。

　
千
手
城
主
で
あ
っ
た
下
平
修
理
は
、

現
在
の
発
電
所
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
周
辺
に

居
館
を
構
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
地
名

の
下
平
を
と
っ
て
み
ず
か
ら
の
名
乗
り

に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
上

ミ
手
に
当
た
る
上
新
井
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
ム
ラ
づ
く
り
の
時
代
は
そ
の
こ
ろ

で
あ
ろ
う
と
も
思
え
る
が
、
こ
う
い
う

勝
手
な
想
像
は
危
険
で
あ
る
。

　
下
平
氏
は
、
は
じ
め
信
州
で
今
井
氏

を
称
し
て
い
た
武
将
で
あ
る
が
、
越
後

に
入
っ
て
六
日
町
坂
戸
城
の
長
尾
氏
に

仕
え
、
高
田
春
日
山
城
の
長
尾
氏
（
の

ち
の
上
杉
氏
）
に
対
抗
す
る
第
一
線
拠

点
と
し
て
、
千
手
城
を
守
っ
た
。

　
下
平
に
、
平
常
に
住
む
館
（
た
て
、
や

か
た
）
を
構
え
、
長
福
寺
を
菩
提
寺
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
提

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
頂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
左

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
居
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
福

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
の

れ
て
い
る
、
鉢
・
中
平
・
名
ヶ
山
・
樽

沢
の
四
集
落
は
、
も
と
上
新
井
村
に
属

し
て
い
た
。

　
い
つ
の
こ
ろ
か
、
信
濃
川
に
い
く
つ

か
の
中
州
（
中
島
）
が
で
き
て
、
そ
こ

　
で
づ
く

へ
出
作
り
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
や
が

て
耕
地
が
定
ま
る
と
、
二
、
三
戸
と
寄

っ
て
ム
ラ
を
立
て
た
。

　
い
ま
の
十
日
町
橋
の
上
ミ
手
か
ら
妻

有
大
橋
ま
で
の
間
に
、
大
小
一
〇
島
く

ら
い
あ
り
、
千
手
ト
ン
ネ
ル
下
方
か
ら

上
新
井
地
内
に
続
く
島
が
一
番
大
き
く

　
　
み
か
ご

て
、
味
籠
島
（
御
籠
島
と
も
）
と
呼
ば

れ
た
。

（
第
十
一
回
）

村
政
基

し
て
い
た
。
春
日
山
の
長
尾
氏
に
直
結

す
る
上
野
節
黒
城
主
の
上
野
源
六
家
成

と
仲
が
悪
く
、
千
手
・
上
野
の
境
界
の

奪
い
合
い
で
し
ば
し
ば
争
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
六
日
町
長
尾
氏
と
春
日
山
と

が
和
解
し
た
あ
と
、
下
平
氏
は
上
杉
謙

信
に
従
っ
て
川
中
島
の
戦
い
に
出
た
し
、

関
東
攻
め
の
際
に
は
佐
野
の
戦
い
で
功

績
を
認
め
ら
れ
賞
詞
を
受
け
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
笹
岡
城
（
北
蒲
原
郡
）
に

移
っ
て
旧
姓
の
今
井
氏
に
か
え
り
、
さ

ら
に
会
津
方
面
に
転
じ
た
ら
し
い
。

　
中
州
の
村

　
現
在
は
十
日
町
市
吉
田
地
区
に
含
ま

　
し
か
し
、
数
度
の
大
水
に
押
さ
れ
て

折
角
の
耕
地
が
潰
れ
、
慶
長
年
間
（
一

六
〇
〇
ご
ろ
）
に
、
安
住
の
地
を
求
め

て
吉
田
の
山
間
に
移
っ
て
い
っ
た
と
い

う
。　
そ
の
後
て
上
新
井
村
が
本
村
で
、
移

転
し
た
四
村
は
枝
村
と
し
て
扱
わ
れ
て

き
た
が
、
明
治
年
代
の
行
政
制
度
改
革

に
応
じ
て
、
新
し
く
真
田
村
を
編
成
し

た
。　
上
新
井
も
、
も
と
も
と
は
中
州
に
あ

っ
た
と
伝
え
る
向
き
も
あ
る
が
、
名
ヶ

山
な
ど
四
集
落
の
苗
字
が
何
ら
か
の
つ

な
が
り
を
持
っ
て
い
る
の
に
、
本
村
と

さ
れ
て
い
る
上
新
井
の
苗
字
に
は
何
も

関
わ
り
が
な
い
。
は
じ
め
か
ら
、
別
の

成
り
立
ち
を
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が

い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
「
上
ミ
」

は
中
州
か
ら
岸
の
上
を
眺
め
て
付
け
た

呼
び
名
か
も
し
れ
な
い
が
、
疑
問
が
大

き
い
。

　
津
出
し
と
渡
し
舟

　
上
新
井
に
は
、
沖
立
・
友
重
・
宗
正

　
　
　
　
ご
う
ぐ
ら

を
含
め
た
郷
蔵
が
あ
り
、
年
の
暮
れ
に

な
る
と
、
領
主
に
納
め
る
年
貢
米
を
一

時
的
に
ま
と
め
て
置
き
、
上
新
井
・
沖

立
村
が
蔵
番
を
つ
と
め
て
い
た
。
雪
消

え
を
待
っ
て
舟
で
送
る
の
だ
が
、
こ
の

こ
と
を
津
出
し
と
い
っ
た
。

　
上
新
井
の
岸
辺
は
舟
を
出
す
の
に
都

合
が
よ
か
っ
た
の
で
、
時
折
り
は
信
濃

川
を
上
下
す
る
運
送
舟
が
立
ち
寄
っ
て

荷
揚
げ
を
し
た
し
、
上
流
か
ら
木
材
を

送
る
筏
の
休
憩
場
所
に
な
っ
た
り
し
て

い
た
。

　
古
峯
神
社
境
内
に
は
、
舟
扱
い
の
安

全
を
祈
る
金
比
羅
塔
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
ご
　
ぜ
　
ん

　
孫
左
衛
門
渡
し
は
、
川
西
の
村
々
で

知
ら
ぬ
も
の
が
い
な
い
と
い
わ
れ
る
く

ら
い
に
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
。　
「
千
手
町
か
ら
十
日
町
　
あ
い
に

　
　
　
　
ち
く
ま
　
　
だ
い
か
わ
　
　
ま
　
ご
　
ぜ
　
ん

（
間
に
）
千
曲
の
大
川
　
孫
左
衛
門
渡

し
が
な
か
よ
か
ろ
」
と
、
村
々
の
盆
踊

り
で
歌
わ
れ
た
。
「
な
か
よ
か
ろ
」
を
、

仲
良
か
ろ
と
誤
解
し
て
い
る
人
が
あ
る

け
れ
ど
も
、
「
無
き
ゃ
よ
か
ろ
」
で
、

無
け
れ
ば
よ
い
の
だ
が
ー
の
意
味
で
あ

る
。
　
最
初
は
、
孫
左
衛
門
と
呼
ば
れ
る
田

中
氏
一
族
が
、
中
州
の
耕
地
へ
舟
で
往

き
来
し
て
い
た
も
の
を
、
他
の
人
た
ち

が
十
日
町
方
面
へ
川
越
え
す
る
便
に
頼

み
、
漸
次
営
業
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

元
禄
年
問
（
一
七
〇
〇
ご
ろ
）
に
始
め

た
ら
し
い
と
語
ら
れ
て
い
る
。

　
公
許
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
私
的
な

渡
船
場
で
あ
っ
た
か
ら
、
近
隣
の
村
か

ら
「
つ
な
ぎ
」
と
い
わ
れ
る
手
当
米
が

届
け
ら
れ
て
舟
賃
の
代
わ
り
に
な
っ
て

い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

騨一㎜＝碑5煤＝脚甥野∫鰍椰㎜陪一一

の信濃川にかつての渡しの面影はな㌧
（妻有大橋から十日町橋を望む）

　
川
治
村
高
山
の
名
家
か
ら
上
野
へ
嫁

入
り
す
る
と
き
、
大
勢
の
人
や
送
り
荷

の
長
い
行
列
を
渡
す
に
四
時
間
も
か
か

っ
た
と
か
、
十
日
町
大
火
の
時
に
は
消

防
組
が
喧
嘩
腰
で
ポ
ン
プ
を
送
っ
た
と

か
い
ろ
い
ろ
な
話
が
あ
る
。

　
長
か
っ
た
孫
左
衛
門
渡
し
の
歴
史

は
、
昭
和
初
年
の
千
手
発
電
所
工
事
着

工
で
幕
を
閉
じ
た
。

⑪14・3・10



議おの講題，．、驚9P纂、難§TOPI（）S

T
O
P
I
◎
S

第
一
一
十
四
回

第
十
七
回

二
月
三
日
（
日
）

　
灘
麟
繊
灘

●
小
学
生
4
年
（
価
㎞
）

議
ち
の
話
題

皿
民
ス
キ
ー
大
会

小
学
校
親
善
ス
キ
ー
大
会

中
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
コ
ー
ス

①
根
津
　
　
元
（
上
野
）

②
丸
山
　
廉
太
（
千
手
）

③
押
木
　
雄
太
（
仙
田
）

④
高
橋
　
大
輝
（
千
手
）

⑤
小
林
　
一
輝
（
仙
田
）

⑥
押
木
　
友
裕
（
千
手
）

●
小
学
生
5
年
（
3
㎞
）

①
小
川
　
諒
兵
（
上
野
）

②
中
條
　
和
成
（
仙
田
）

③
登
坂
　
拓
矢
（
仙
田
）

④
川
崎
　
茂
人
（
千
手
）

⑤
太
田
　
　
渉
（
千
手
）

⑥
稲
田
　
　
岳
（
千
手
）

●
小
学
生
6
年
（
3
㎞
）

①
丸
山
　
健
志
郎
（
千
手
）

②
小
野
塚
　
裕
（
千
手
）

③
村
越
　
俊
介
（
橘
）

④
丸
山
　
夏
輝
（
千
手
）

⑤
山
家
成
幸
（
橘
）

⑥
小
幡
　
　
輝
（
橘
）

●
中
学
生
（
6
㎞
）

①
南
雲
　
　
革
（
二
年
）

②
田
ロ
　
清
貴
（
一
年
）

③
増
田
　
勇
士
（
二
年
）

④
高
橋
　
直
一
（
一
年
）

叢
難
繊
灘

●
小
学
生
4
年
（
拓
㎞
）

①
片
桐
　
知
美
（
千
手
）

②
高
橋
　
莉
子
（
上
野
）

③
丸
山
　
瑠
衣
子
（
上
野
）

④
小
海
　
彩
乃
（
上
野
）

⑤
丸
山
　
夏
織
（
千
手
）

⑥
中
村
　
恵
利
（
千
手
）

●
小
学
生
5
年
（
2
㎞
）

①
樋
ロ
　
奈
央
（
仙
田
）

②
市
川
　
ひ
か
る
（
仙
田
）

③
高
橋
　
咲
希
（
千
手
）

④
中
條
　
知
佳
（
仙
田
）

⑤
星
名
　
里
香
（
千
手
）

⑥
山
ロ
　
友
紀
（
橘
）

●
小
学
生
6
年
（
2
㎞
）

①
星
名
　
美
佳
（
千
手
）

②
蔵
品
　
あ
ゆ
み
（
千
手
）

③
小
海
　
菜
奈
（
上
野
）

④
蔵
・
ロ
ロ
　
麻
弥
（
千
手
）

⑤
高
橋
　
未
来
（
上
野
）

⑥
田
村
　
沙
織
（
千
手
）

●
中
学
生
（
4
㎞
）

①
丸
山
　
芽
衣
子
（
一
一
年
）

②
小
林
　
圭
子
（
三
年
）

③
登
坂
　
　
歩
（
一
年
）

④
小
林
　
友
利
恵
（
一
年

⑤
水
品
　
貴
絵
（
一
年
）

灘
鐵
ー
鐵
灘

●
小
学
生
男
子
（
2
㎞
×
3
人
）

①
ひ
ま
わ
り
A

　
丸
山
健
志
郎

小
野
塚
裕

，
丸
山
夏
輝

②
橘
ミ
ラ
ク
ル
ア
ゲ
イ
ン

　
村
越
俊
介

　
山
家
成
幸

　
小
幡
　
　
輝

③
ひ
ま
わ
り
B

　
馬
場
健
介

　
相
崎
祐
輝

　
関
ロ
　
　
誠

●
小
学
生
女
子
（
伍
㎞
×
3
人
）

①
ひ
ま
わ
り
X

　
蔵
品
麻
弥

　
星
名
美
佳

　
蔵
品
あ
ゆ
み

②
T
B
A

　
渡
辺
響
子

　
藤
巻
友
佳

　
中
村
有
希

③
ゴ
ー
ル
ド
フ
ァ
ル
コ
ン
仙
田

　
樋
ロ
　
奈
央

　
市
川
　
ひ
か
る

　
中
條
知
佳

●
中
学
生
男
女
混
成

　
　
　
　
　
（
3
㎞
×
3
人
）

①
川
西
中
C

高
橋
直
一

　
登
坂
　
　
歩

　
田
ロ
　
清
貴

②
川
西
中
A

　
小
林
圭
子

　
南
雲
　
　
革

　
水
品
貴
絵

③
川
西
中
B

　
増
田
　
勇
士

　
丸
山
　
芽
衣
子

　
小
林
友
利
恵

鞍

歯
を
食
い
し
ば
り
、
最
後
の

難
関
を
上
る
様
子

◆州◆レレ●ゆ州◆））◆◆州◆）レ●ゆ州◆レレ●ゆ網◆レレ◆◆（（◆））◆◆州◆レレ●ゆ（（◆））◆O　q（◆）レ◆◆州◆レレ●ゆ閥◆レレ◎ゆ州◆レレ◆◆網◆レレ◎ゆ（（◆）レ●ゆ朔◆レ）◆◆州◆》レ◆◆州◆レレ◆◆網◆）レ◆

生
涯
学
習
だ
よ
り
⑫

川
西
町
で
も
冬
季
大
会
が
開
催
さ
れ
る

　
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
シ
テ
ィ
で
の
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
り
、
ま
た
県
内
で

は
妙
高
国
体
で
新
潟
県
選
手
、
川
西
町

選
手
が
活
躍
し
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た

が
、
川
西
町
で
も
先
般
ス
キ
ー
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
で
第
十
七
回
目
の
川
西
町
小
学

校
親
善
ス
キ
ー
大
会
が
中
子
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
コ
ー
ス
で
、
町
内
小

学
校
の
四
年
生
以
上
の
児
童
に
よ
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
町
民
ス
キ
ー
大
会
も
兼

ね
て
お
り
、
中
学
生
も
含
め
総
勢
二
三

四
人
の
選
手
が
薄
曇
り
の
好
天
の
中
で

頑
張
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
日
曜
日
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
応
援

に
も
大
勢
の
人
が
集
ま
り
、
会
場
や
コ

ー
ス
脇
で
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
町
内
の
小
学
生
が
集
う

大
会
は
、
親
善
水
泳
大
会
と
親
善
陸
上

大
会
が
あ
り
、
競
い
合
う
事
と
と
も
に

親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。　
小
学
生
の
選
手
た
ち
は
、
一
月
の
中

旬
か
ら
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
中
子
の

大
会
用
コ
ー
ス
で
練
習
を
重
ね
、
こ
の

大
会
に
備
え
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
で
上
位
に
入
賞
し
た
五
年

生
と
六
年
生
の
児
童
は
、
中
越
学
童
親

善
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会
へ

出
場
で
き
る
権
利
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

中
越
地
区
は
県
内
で
も
ス
キ
ー
が
盛
ん

で
、
各
市
ま
た
は
郡
か
ら
選
抜
さ
れ
た

小
学
生
が
集
ま
り
、
練
習
の
成
果
を
競

い
合
い
ま
す
。

　
肇

灘

叢饗

饗難

懸命に滑走する選手たち

　
そ
の
児
童
た
ち
の
中
か
ら
、
将
来
の

国
体
選
手
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
た
ち

が
出
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
さ
て
、
も
う
三
月
で
す
。
雪
の
シ
ー

ズ
ン
も
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
雪
消
え
を
待
っ
て
春
の
ス

ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
何
か
ス
ポ
ー
ツ
で
体
を
動

か
し
て
、
気
分
も
体
も
爽
快
に
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

14・3・10⑫
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累

　
　
　
鑛

　
　
　
　
　
　
結

　
　
　
大

　
　
　
　
「

種
キ
各
ス

第
遜
龍
｝
圃
－

窒
国
高
等
学
校

譲
ギ
ー
大
会

●
羅
野
欝
癒
さ
ん
（
総
合
嵩
三
隼
）

　
鶉
懸
萄
麟
嚢
預
錐
菊
灘
　
　
8
位

　
鶉
畢
籍
繍
フ
製
i
　
　
　
騒
位

鶉
羅
鞠
繍
製
撫
ー
　
　
　
鯉
位

●
登
鞭
鷺
趨
さ
為
騰
総
合
葛
盃
葎
）

　
鶉
醗
絶
臨
饗
灘
鎌
ヵ
鐵

鋸
餐
翻
臨
膨
慶
ー

第
盤
雛
進
圃

国
厩
体
寵
茨
会

冬
委
蝶
譲

籔
華
鎌
ー
蟷
賜
技
轟
議

●
、
羅
甕
麹
彦
さ
為
撚
役
揚
）

窪2・纏

位位

灘
羅
鐸
羅
製
嶽
麹
勤
バ
イ
ン
健

麟
複
奮
）
戴
鞍
◎
　
　
　
　
鍵
盤

文化財を守ろう！　昭和24年1月26日・世界遺産にも登録されてし、る世界最古の木驚遡鑛鍵蟄灘議ii萎lil嚢ii

　　　　　　　　　　　　　造建築、法隆寺金堂から出火、貴重な壁画が焼失しました。これを

星名家住宅でこ錫紮暑除鷺嘉猫濃騎鷺篇砦蘇礎翻1一一一灘

防火訓練　　　難難鞭誓われ’火災非常通報システムの点検と放水訓練が難

　　　　　　　　　　　　　　「地域の宝をみんなで火災から守ろう」という意識が大切ですね。　F雪の中で行われた放

、
i
i
．
ー
i
．
ー
i
i
－
！
1
．
辺
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ま

ズー

ム
ア
ツ
プ
役
場
㎞

お
譲

　
居
並
ぶ
町
の
執
行
部
、
中
央
の
田
口

町
長
の
話
に
耳
を
傾
け
る
住
民
の
人
た

ち
。
…
し
か
し
、
よ
く
見
る
と
出
席
者

は
全
員
カ
メ
ラ
を
持
参
。
中
に
は
シ
ャ

ッ
タ
ー
を
切
ろ
う
と
い
う
人
も
見
え
ま

す
。　
で
は
、
町
の
幹
部
を
モ
デ
ル
に
し
た

撮
影
会
か
？
　
ま
さ
か
…

　
実
は
、
こ
れ
は
平
成
十
四
年
度
の
町

の
予
算
案
の
記
者
公
表
で
の
ひ
と
コ

マ
。
地
元
紙
、
全
国
紙
、
テ
レ
ビ
局
等

の
記
者
が
予
算
案
の
説
明
を
受
け
、

「
今
年
の
目
玉
は
？
」
「
独
自
の
事
業

か
？
」
「
そ
の
根
拠
は
？
」
な
ど
鋭
い

質
問
を
矢
継
ぎ
早
に
投
げ
か
け
ま
す
。

　
こ
う
し
た
洗
礼
を
受
け
た
あ
と
、
予

算
案
は
現
在
議
会
で
審
議
中
で
す
。

　
議
決
後
の
予
算
、
「
目
玉
」
な
ど
は

来
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。
乞
ご
期
待
。

■一■一■一■－贋一’■■■臆曜－■－■一■’■■■■■■－■－層一■－■胴■■■■－■一■一■－■一■一9■■■■■－■一8一■一■’■■■■■鱒繭■口■■■■一■－■馴口

〆
i
i
i
i
i
i
i
i
i
又

難
翼
餐
薙
悲
遷
驚
2
⑦

「
ヤ
マ
ザ
キ
式
雪
ト
ヨ
」
の
巻

　
　
　
　
　
　
つ

　
「
い
や
～
、
前
っ
か
ら
使
っ
て
ら
ん

だ
ど
も
、
去
年
、
人
に
作
っ
て
や
っ
た

ら
喜
ば
れ
て
そ
」
と
、
山
崎
芳
夫
さ
ん

（
6
7
／
中
央
町
）
は
、
う
れ
し
そ
う
に

目
を
細
め
ま
す
。

　
山
崎
さ
ん
が
指
さ
し
て
い
る
の
は
自

作
の
雪
ト
ヨ
。
一

見
、
何
の
変
哲
も

な
い
雪
ト
ヨ
に
見

え
ま
す
が
、
こ
れ

に
は
、
山
崎
さ
ん

が
十
年
ほ
ど
前
か

ら
い
ろ
い
ろ
試
し

た
工
夫
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
　
一
・

五
×
一
寸
の
角
材
・

を
使
っ
て
梯
子
状

の
枠
を
作
り
、
そ

こ
に
タ
キ
ロ
ン

板
）

諺

N

　
　
　
　
　
　
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
浪

　
　
を
取
り
付
け
ま
す
。
さ
ら
に
、
固

定
に
便
利
な
よ
う
に
横
棒
の
両
端
に
は

ひ
も
を
付
け
ま
す
。
幅
は
二
尺
（
○
・

六
㍍
）
長
さ
は
六
尺
（
一
・
八
㍍
）
で
、

一
方
の
端
に
は
一
・
五
㍍
ほ
ど
の
短
い

シ
ー
ト
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
何
で
六
尺
か
と
い
う
と
の
、
と
て

も
軽
や
ん
で
す
。
こ
れ
だ
と
女
し
ょ
も

楽
々
持
た
い
ら
ん
だ
て
。
シ
ー
ト
を
軒

先
に
伸
ば
せ
ば
、
九
尺
（
二
・
七
㍍
）

も
ん
と
同
じ
に
使
わ
れ
る
し
、
二
つ
つ

な
げ
れ
ば
か
な
り
の
で
っ
け
屋
根
で
も

こ
な
さ
れ
る
ぜ
の
」
。
確
か
に
こ
の
雪

ト
ヨ
は
軽
く
、
片
手
で
難
な
く
持
ち
運

び
が
可
能
。
連
結
部
も
、
は
ず
れ
な
い

よ
う
に
合
わ
せ
目
が
た
っ
ぷ
り
と
と
っ

て
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ア
ル
ミ
梯
子

に
ぴ
っ
た
り
と
収
ま
る
よ
う
に
作
ら
れ

て
い
て
屋
根
の
形
や
様
々
な
条
件
に
対

　
　
　
　
　
　
　
応
で
き
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
「
タ
キ
ロ
ン
を

　
　
　
　
　
　
　
止
め
ら
ん
は
銅
線

　
　
　
　
　
　
　
や
、

　
　
、
灘
灘
．

　
　
　
鰯
照
繍

　
　
　
　
嚢
鎧
韓

　
ん
だ
て
の
」
。

　
　
こ
の
ア
イ
デ
ア
満
載
の
ヤ
マ
ザ
キ
式

　
雪
ト
ヨ
は
、
親
戚
や
近
所
で
静
か
な
ブ

　
ー
ム
と
か
。
（
作
り
方
は
山
崎
さ
ん
が

　
い
つ
で
も
教
え
て
く
れ
ま
す
）

　
　
「
こ
っ
た
、
幅
広
の
が
ん
も
作
っ
て

　
み
よ
か
と
思
っ
て
ら
ん
だ
て
の
」
。
楽

　
し
み
な
が
ら
雪
掘
り
を
す
る
山
崎
さ
ん

　
の
笑
顔
は
、
ま
る
で
少
年
の
よ
う
な
輝

　
き
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

罐
　
　
臨
　
　
　
　
羅

カ
い
い
の
。
釘
だ

と
割
れ
て
し
ま
わ

ん
だ
て
。
そ
れ
も

四
か
所
で
充
分
。

こ
う
し
て
お
く

と
、
タ
キ
ロ
ン
と

棒
の
間
に
手
を
入

れ
ら
れ
て
、
持
ち

運
び
に
バ
カ
い
や

⑬14・3・10



　　　　　　　　　　　　　　　鱒、　　　　　　　　　　　　　　繍　　　　　　　　　　　　　鰻、　　　　　　　　　　　辮　　　　　　　　　　號　　　　　　　　　繍饗　　　　　　　　調，　　　　　　　撚　　　　　　婆　　　　知　　　搬　　欝　欝欝

群
　＝虻1＝野

　　響　　　瞠
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　一　　　一

必
見
ノ

N
T
2
1

　
置

　
　
　
　
「
県
広
報
特
番
」

『
G
O
G
O
こ
み
レ
ン
ジ
ャ
ー

～
わ
た
し
た
ち
は
本
当
に
新

潟
の
こ
み
を
減
ら
す
こ
と
が

で
ぎ
る
の
か
』

■
日
時
　
三
月
十
三
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
七
時
～
八
時
放
送

　
「
有
機
の
里
川
西
（
上
村
源
司
会
長
）
」

に
よ
る
『
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
』

の
成
果
が
放
送
さ
れ
ま
す
。

　
知
事
か
ら
特
命
を
受
け
た
「
ご
み
レ

ン
ジ
ャ
ー
」
と
一
緒
に
、
楽
し
く
二
十

一
世
紀
の
循
環
型
社
会
を
考
え
る
番
組

で
す
。

　
家
族
み
ん
な
で
見
よ
う
！

　
　
　
　
趨

翼糊纏麟m西簸瀟
　麟雛謝懸闘難癒響、総観織嶽搬蘇醐醤撚謝，締編
醐難懸灘錘叢嚢磯楚雛・・。おお鎌鍵i盤製叢鰹騨謙鐵謙額。

■薗騰　鐙鶏窪纒塾遙巻灘の團養羅後建購卿

■養翻聴総欝慰難鎌一　識癖粥謄

■鞠讐

　鱗ぽ穣蝦鵜撲　一鍍糊i撲講灘一《参翻無鷺妻

　　　　　　　　蓑i羨網撲翻教雛総鷺義i轟懸耀鰯

　　　　　　　　講締　閣繍際覇i漏叢遜灘　難籔蝿纏蓑驚

　　　　　　　　籔糊i撲鍵混灘灘嚢難猷禰

　鱗癒壌網撲　　一薗騒鍛讐響．瀬麩悪繹懸一鯵菊圓無潔

　　　　　　　　・幾犠㊥檬の震罧

　　　　　　　　・縄嶽騨、叢魑⑳黎一羅講嚢鱗鞍叢の撫

　嶽逡類鍛灘糟撲一、羅総欝擁懇騨謬綴難叢一

　　　　　　　　簸費，・参魏繭麟遜毒懸欝

　　　　　　　　羅鐵建，鱒鰹1磁だ縷．騰運1轟蓬

　　　　　　　　　参纏懸灘，舗㊤㈱』

■攣i遜期限　鎌翻8網鯛勢

■鱒鐵込灘・闘繍欝癒懇鋸

　㈱諜懸繊嚢墜灘晒1総奮麹難蓼一繭舞《姪縷難網鱗鋤

　騰霧霧灘蒙　懸難のi灘儀翻一鍵鯛8萎

魚
沼
に
見
る
地
域
づ
く
り

人
づ
く
り

　
地
域
づ
く
り
な
ど
で
ユ
ニ
ー
ク
な
活

動
に
取
り
組
む
町
と
し
て
、
「
川
西
町
」

と
「
津
南
町
」
が
注
目
さ
れ
、
こ
れ
か
ら

の
地
域
づ
く
り
の
課
題
を
考
え
ま
す
。

■
日
時
　
三
月
十
七
日
（
日
）
午
後
一

時
三
十
分
～
四
時

■
会
場
　
ク
ロ
ス
ー
0
　
中
ホ
ー
ル

■
報
告

①
「
川
西
町
の
地
域
活
動
と
住
民
意
識

の
変
化
」
渡
辺
正
範
氏
（
川
西
町
総
務

課
）②
「
津
南
町
の
新
規
農
業
参
入
者
の
育

成
事
業
」
涌
井
九
八
郎
氏
（
津
南
町
農

政
課
）
《
助
言
者
》
伊
藤
忠
雄
氏
（
新
潟
大
学

農
学
部
）

■
参
加
費
無
料

㈱
轍
　
難
　
　
欝

圓
　
の
　
　
轟
　
　
・
　
態

　饗
　
叢
　
　
ー
　
　
　
　
ー

棄
　
　
鞍
　
　
　
運
　
　
　
　
　
一

　
　
鱗
　
　
　
騰
　
　
　
　
　
讐

　
　
嚢
｝
妻
歯
　
　
　
　
縷

　
　
講
叢
要
縷
　
　
　
騰

難
灘
　
鵡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓼
塑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難

摸
醍
館怯　仙田農村公園
の

藏笛　つり橋名を募集1
）　　　曲

準三
職
F
窺

　
　
　
　
仙
田
農
村
公
園
（
仙
田
体
験

　
　
　
　
　
　
　
に
『
つ
り
橋
』
の
架

橋
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
住
民
の

皆
さ
ん
か
ら
親
し
み
を
持
ち
、
利
用
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
、
橋
の
名
前

を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
条
件

・
町
民
で
あ
る
こ
と

・
仙
田
農
村
公
園
に
ふ
さ
わ
し
い
名
称

　
で
あ
る
こ
と

・
現
在
、
渋
海
川
に
架
橋
し
て
い
る
橋

　
名
と
重
複
し
な
い
こ
と

●
応
募
方
法
　
一
人
一
点
と
し
、
官
製

は
が
き
に
橋
の
名
前
、
名
前
の
理
由
、

住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
役
場
農
林
課

へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
間

　
三
月
十
日
（
日
）
～
四
月
十
日
（
水
）

●
応
募
先
　
〒
9
4
8
1
0
1
9
2

川
西
町
大
字
水
口
沢
一
二
　
農
林
課
整

備
係
●
特
典
　
採
用
者
に
は
、
つ
り
橋
渡
り

初
め
に
招
待
の
ほ
か
、
仙
田
地
区
の
特

産
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

瀦
命
離

六
日
町
児
童
相
談
所

　
　
　
　
　
　
　
か
ら
お
知
ら
せ

　
四
月
か
ら
県
の
機
構
改
正
に
よ
り
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
保
健
所
が
組
織
統

合
さ
れ
ま
す
が
、
相
談
所
業
務
は
引
き

続
き
現
在
の
場
所
（
上
越
線
六
日
町
駅

前
の
庁
舎
）
で
行
い
、
住
所
な
ど
の
変

更
も
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
六
日
町
児
童
相
談
所
・
六
日
町
身
体

障
害
者
更
生
相
談
所
・
六
日
町
知
的
障

害
者
更
生
相
談
所

住
所
　
南
魚
沼
郡
六
日
町
大
字
六
日
町

二
一
－
二
〇

電
話
0
2
5
7
1
7
0
1
2
4
0
0

F
A
X
O
2
5
7
1
7
2
1
8
1
2
3

雛
　
　
薇

司
法
書
士
と
社
会
福
祉
士
に
よ
る

第
＋
回
シ
ル
パ
ー
一
一
〇
番

　
高
齢
者
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
、

専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

■
日
時
　
三
月
十
七
日
（
日
）
午
前
十

時
～
午
後
四
時

■
面
談
会
場
　
ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡
（
長

岡
市
弓
町
一
丁
目
五
番
一
号
）

■
電
話
番
号
　
0。
2
5
8
1
3
9
1
3

0
2
2
（
当
日
の
み
）

※
面
談
に
よ
る
相
談
は
、
予
約
制
で
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
盈
0
2
5
－
2
2
8

1
1
7
2
7
へ
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

春
一
番

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

【
期
間
　
三
月
二
十
五
日
（
月
）
ま
で
】

◎
歩
行
者
の
方
は
…

・
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
青
信
号
で

も
、
左
右
の
安
全
を
よ
く
確
か
め
て
か

ら
横
断
し
ま
し
ょ
う

・
歩
行
者
の
方
も
、
交
通
ル
ー
ル
を
守

っ
て
道
路
を
歩
き
ま
し
ょ
う

◎
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
…

・
安
全
速
度
を
守
っ
て
、
ゆ
と
り
あ
る

運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

・
交
差
点
で
は
、
左
右
の
安
全
確
認
を

確
実
に
行
い
ま
し
ょ
う

・
お
年
寄
り
に
優
し
い
運
転
を
心
掛
け

ま
し
ょ
・
つ

製
蒸
じ
ま
撞
難
熱

　
　
滋
報
懸
鋤
腫
繊

　
雛
家
庭
灘
職
場
謹
強
響
綴
驚
あ
愚

禰
広
報
潜
瀬
縫
難
』
懇
製
奉
霧
蒙
懸
嘉
瀞
。

　
閥
霧
戴
業
蓋
欝
燃
鞭
成
搬
一
禦
㎜
潟

麟

鷺
瀞
鑛
蓋
欝
簸
搬
豊
灘
燃
奪
鶏
畢
）

蒙
癒
の
製
灘
懸
あ
鋤
懸
轟
膨
諜
欝
の

懸
、
謬
希
望
の
叢
ぽ
．
製
黍
す
葛
斌
報

姦
お
持
蕎
の
懸
戴
役
場
総
務
課
叢
書
礁

報
孫
燃
無
欝
＄
ー
＄
墾
塗
韮
内
線
慧
愈

5
繍
諜
で
お
鱒
慧
鑓
叢
く
だ
懸
構

●
価
絡
　
蓋
、
嚢
◎
◎
閣
癒
税
鑓
耀

●
購
饗
込
灘
期
限
　
釜
灘
叢
華
施
霞

※
鵬
報
懸
お
持
蕎
鞭
羅
躍
鱒
懇
か
鑛
製
璽

慧
灘
る
叢
懸
…
幾
鶏
ぽ
濫
か
か
鱒
叢
鷹

14・3・10⑭



善

富思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

福
祉
に

星
名
　
洋
一
（
沖
立
）
　
　
　
五
万
円

村
山
　
進
一
（
伊
友
）
　
　
　
五
万
円

和
久
井
富
夫
（
木
落
）
　
　
　
十
万
円

　
高
砂
1
ご
円
満
に

ノヘハハ横小宮高田清

山林沢橋中水

美正友克八
　　　　寿宏
希英子幸子

下
平
新
田

仁
　
田

学
校
町

十
日
町
市

木
島

長
岡
市

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

小
野
塚
政
市

村
山
義
雄

金
子
勝
司

南
雲
　
キ
ク

保
坂
正
晴

田
辺
菊
井

茂
野
　
シ
ゲ

和
久
井
精
一

渡
辺
　
シ
ゲ

吉
楽
常
作

62979192887276858288
　　　　　　　　　　本孝伸文勝本信　進本
　　　　　　　猛
人平一司義人雄　一人
））））））））））
中上木高神高寺岩伊中
央　　原社原　　　央
町野落田町田尾瀬友町

う
ぶ
声
i
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
　
も
ト
え

高
橋
　
　
萌

　
　
　
る
　
　
か

田
中
瑠
佳

　
　
　
ゆ
　
　
あ
つ

佐
藤
由
侑

　
　
　
ま
　
　
お

星
名
茉
桜

　
　
　
ま
　
な
　
と

数
藤
真
翔

　
　
　
ゆ
ヤ
つ
き

登
坂
悠
生

友幸真光由亮　隆幸　由英
　　由　紀　緑　　稔
梨雄美一一江佑　朗代　香宏

中
仙
田

発
電
所
通
り
東

下
平
新
田

霜
　
条

発
電
所
通
り
西

岩
瀬

（
2
月
1
日
～
2
8
日
届
け
出
順
）

／
蹴
∠

　
ノ
、
　
♂

添
、
‘
¶
－

小
わ
に
レ
畔
壇

　
　
高
崎
正
風
選

山
門
の
仁
王
ゆ
す
り
て
春
一
番

北
向
き
の
庫
裡
の
残
雪
し
ぶ
と
く
て

ぐ
し
の
藁
街
え
鳥
立
つ
春
の
寺

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

抑
留
の
兵
も
斯
く
老
い
冬
籠
り

春
半
ば
猫
の
額
の
庭
作
る

冬
籠
る
日
々
し
み
じ
み
と
老
う
は
い
や

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
　
遊
人

目
貼
り
し
て
家
棲
み
古
り
て
ゆ
く
ば
か
り

神
棚
も
仏
具
も
浄
め
年
用
意

太
陽
の
病
む
か
に
雪
の
降
り
止
ま
ず

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
金
子
鉄
平

夫
遺
す
寒
梅
凛
と
咲
き
に
け
り

子
ど
も
等
は
み
な
成
人
や
雛
飾
り

　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
石
澤
　
澄
代

煮
菜
の
香
外
に
流
る
る
雪
解
か
な

引
き
込
み
し
野
菜
も
底
の
二
月
か
な

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

菜
の
花
を
買
い
足
し
も
し
て
忌
日
か
な

春
暁
の
ポ
ス
ト
に
新
聞
届
く
音

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

待
佗
び
し
家
の
ま
わ
り
の
春
の
音

結
婚
を
讃
う
雪
ま
つ
り
の
広
場

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

ふ
ん
わ
り
と
五
感
包
め
る
干
布
団

雪
の
尾
根
竜
頭
の
よ
う
な
雲
這
え
る

　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

瀬
の
音
も
頬
う
つ
風
も
春
近
し

診
療
の
番
を
待
つ
皆
着
ぶ
く
れ
て

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
　
優
美

凍
て
滝
の
水
音
細
く
寒
明
け
る

信
濃
路
の
豪
農
館
大
氷
柱

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

旅
さ
そ
う
折
込
み
チ
ラ
シ
春
隣

父
は
下
戸
母
酒
好
き
や
ぬ
く
め
酒

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

寒
雀
寄
り
添
い
合
う
て
親
子
ら
し

う
ら
ら
か
や
パ
ン
く
ず
蒔
い
て
鳩
を
呼
ぶ

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

旅
人
に
万
里
の
長
城
春
浅
き

遠
き
日
の
カ
レ
ー
の
味
や
鬼
や
ら
い

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子

暖
冬
の
春
思
わ
せ
て
今
日
の
雪

残
雪
に
桃
の
一
枝
折
ら
れ
た
る

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
蔵
品
ハ
ツ
エ

み
の
笠
の
川
釣
り
の
人
春
近
し

一
つ
咲
き
ま
た
一
つ
咲
き
沈
丁
花

　
　
　
　
　
　
杉
並
区
根
津
晴
代

年
代
の
伝
わ
る
雛
を
飾
り
け
り

会
場
も
出
店
も
流
行
り
雪
祭
り

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
中
条
　
石
平

春
雨
や
遠
く
山
家
の
灯
が
見
え
て

一
村
の
眠
り
て
春
の
天
地
か
な

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
吉
治

●休日救急医

3月21日小林内科医院
　　　　　（十日町市中条中町）

　　　　　盈52－7155

院
D
81

　
西
5

医
輌
2

田
堕
　
日
5

池
什
盈

日42

　　31日山ロ医院
　　　　　（十日町市袋町中）

　　　　　盈52－2174

4月7日大熊内科医院
　　　　　（十日町市山本町1）

　　　　　暦52－7066

　　〃　津南病院
　　　　　（津南町大割野）

　　　　　盈65－3161

　　14日山ロ医院
　　　　　（十日町市下条中央）

　　　　　暦55－2003

　　21日大島医院
　　　　　（十日町市川原町）

　　　　　盈52－2957

タ
パ
コ
の
害
1

　
最
近
は
、
歩
き
な
が
ら
タ
バ
コ
を
吸

う
若
い
人
（
特
に
女
性
）
を
よ
く
見
か

け
ま
す
が
、
あ
ま
り
格
好
の
良
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
タ
バ
コ
が
健
康
に

及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
は
、
知
ら
な
い

人
は
い
な
い
は
ず
で
す
が
、
そ
れ
で
も

な
か
な
か
や
め
ら
れ
な
い
こ
の
タ
バ
コ

の
害
に
つ
い
て
も
う

一
度
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。

　
タ
バ
コ
が
止
め
ら

れ
な
い
の
は
、
そ
の

中
に
含
ま
れ
る
ニ
コ

チ
ン
の
た
め
で
す
。

殺
虫
剤
の
成
分
に

も
な
る
ニ
コ
チ
ン
で

す
が
、
少
量
で
は
神

経
を
興
奮
さ
せ
た

り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ

せ
た
り
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
タ
バ

コ
を
吸
っ
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、
ニ
コ

チ
ン
が
体
か
ら
出
て
行
っ
て
し
ま
う
の

で
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
禁
断
症
状
が
出

現
し
ま
す
。
そ
う
す
る
と
ま
た
吸
っ
て

し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
の
繰
り
返
し
に

な
る
訳
で
す
。

　
タ
バ
コ
の
煙
に
は
、
二
種
類
あ
り
ま

す
。
タ
バ
コ
か
ら
直
接
吸
い
込
む
「
主

流
煙
」
と
タ
バ
コ
の
先
端
か
ら
出
る

「
副
流
煙
」
で
玄
発
癌
物
質
な
ど
の
麗

確
勤
篠
銅
纏
毒
筆
凝
鈎

わ
な
い
人
で
も
帳
つ
人
の
傍
に
い
る
鱈

と
嫌
で
も
有
害
物
質
を
吸
っ
て
し
ま
う
認

こ
と
に
な
り
ま
す
．
　
　
　
臨

タ
バ
コ
が
原
因
鍾
嚢
鰯

　
　
　
　
　
　
　
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
他
に
も
喉
頭
癌
、

　
　
　
　
　
　
　
胃
癌
、
肺
気
腫
、
脳

　
　
　
　
　
　
　
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
等

　
　
　
　
　
　
　
た
く
さ
ん
あ
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
す
。
そ
し
て
、
タ
バ

　
　
　
　
　
　
　
コ
を
吸
わ
な
い
人
よ

　
　
　
　
　
　
　
り
吸
う
人
の
方
が
、

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ら
の
病
気
に
な

　
　
　
　
　
　
　
る
確
率
は
、
何
倍
も

　
　
　
　
　
　
　
高
く
な
る
の
で
す
。

た
だ
、
タ
バ
コ
を
吸
う
本
人
だ
け
が
病

気
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
自
業
自
得
で
仕

方
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
緒
に
生
活
し
て

い
る
、
愛
す
る
家
族
ま
で
も
が
タ
バ
コ

の
被
害
に
あ
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
か
？

　
最
後
に
、
タ
バ
コ
を
一
本
吸
う
と
寿

命
が
五
分
間
短
縮
さ
れ
る
、
と
い
う
こ

と
を
お
忘
れ
な
く
。
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諭　　　ぜ，

かさ，

，なう

9グ風
　腫暫，

　児L
　の亀・
・7聡、

〉
「
雪
の
山
の
き
つ
ね
た
ち
」

　
　
6
年
生
茂
野
真
子
さ
ん

〉
「
は
い
　
ど
う
ぞ
」

　
　
6
年
生
押
木
翔
太
く
ん

　
　
　
盤

調
嚇
繭

158

⊥
仙
田
小
学
校
丁

い
〉
「
い
じ
わ
る
た
ぬ
き
を

　
　
　
や
っ
つ
け
る
ぞ
」

3
年
生
樋
口
真
央
さ
ん

》
「
さ
る
を
や
っ
つ
け
ろ
」

　
　
4
年
生
小
林
一
輝
く
ん

〉
「
そ
お
っ
と
行
こ
う
！
」

　
　
5
年
生
中
條
知
佳
さ
ん

〉
「
ゆ
ら
ゆ
ら

　
　
　
－
年
生
全

コ
ロ
コ
ロ
」

　
員

繋
獅
・

〉
「
き
ら
き
ら
2
年
生
」

　
　
　
2
年
生
全
　
員

（
4
月
号
は
川
西
中
学
校
で
す
）

一”一一－一－一一一－一一一’一一－一一一一一一一圏－一一一－一一一一一一一一一’一一一一一－－－－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一－騙一閣一一一一一一一一一顧一－一一－一一一一一一一一一剛圏－一一’一一一一一一－一一一一一一－－一－一一一一一一一－

麟
ゆ
つ
齪
《
し
ぷ
ぜ
◎
馨

　
雪
原
に
広
が
る
黒
い
ま
だ
ら
模
様
。

　
田
ん
ぼ
や
畑
に
土
や
灰
を
ま
い
て
雪

消
え
を
早
め
る
作
業
は
、
か
つ
て
は
ど

こ
で
も
見
ら
れ
た
が
、
今
で
は
珍
し
い

風
景
に
な
っ
た
。

　
斎
藤
龍
平
さ
ん
（
82
／
上
野
）
は
、

そ
の
数
少
な
く
な
っ
た
伝
統
行
事
？
を

守
っ
て
い
る
一
人
だ
。

　
「
ず
っ
と
昔
か
ら
や
っ
て
る
ん
だ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ん
た
ん

が
の
。
秋
に
作
っ
た
も
み
が
ら
煙
炭
を

二
袋
と
っ
て
お
い
て
、
雪
が
降
り
止
ま

っ
た
こ
ろ
に
ま
い
て
ら
ん
だ
て
」
。
こ

れ
を
ま
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
消
雪
は
一

週
間
ほ
ど
早
ま
る
と
の
こ
と
。

　
「
毎
年
、
五
月
菜
を
親
戚
や
子
ど
も

の
と
こ
ろ
へ
送
っ
て
や
ら
ん
が
張
り
合

い
で
の
。
朝
摘
ん
だ
の
を
そ
の
日
の
う

ち
に
送
る
ん
だ
ん
が
、
『
菜
っ
ぱ
が
し

ゃ
ん
と
立
っ
て
る
』
そ
っ
て
う
れ
し
が

ら
ん
だ
て
」
と
語
る
斎
藤
さ
ん
の
横
顔

は
と
て
も
う
れ
し
そ
う
だ
っ
た
。

　
春
は
も
う
す
ぐ
そ
こ
だ
。

￥
￥
　鞠

本紙は再生紙を使用しています
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